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を是灯ったらをえ々どいぅを巧でもないめじ 
を日、たくさんの寫や块遇を足ゥとごけていろ 
いをいよぅじをえてちやんどぶたいる。 

そを、がたちの技術の正化々んです。 
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第が回全曰本緒を選手権乂を 

湧ホが王座奮画 (男子) 

大崎が V 4 を化る(女子】 


第 g 回全日本総合選手権大会は、 
2月日から W 日までの4日間、 
東京•騎沢屋内球技場、駒沢体育 
館で、男子； S 、 女子 W チームが参 
加して行なわれた。 

男子決勝戦は、昨年と同様、大 
崎電気と湧永製薬の顔合せとなつ 
た。今大会の W ほど前に終了した 
日本リーグ前期で快調に全勝で走 
る湧永、一方の大崎は 2 騰 5 敗と 
大苦戦、湧永有利と見られた。し 
かし、今大会連覇を狙う大峰も一 
歩も譲らず、追いつ追われつの大 
熱戦を展開、？：^^ので遂に延長戦 


へともつれをんだ。延長に入り、 
王座奪回への執念を見せる顏永夕 
エース玉村のシュ|卜で粘る大赠 
を突き放し、 3 年ぶり U 回目の優 
勝を飾った。 

一方女子は、ここ数年圧倒的な 
強さを見せ各大会を制し、今大会 
も 4 連覇を目ざす大崎電気にシャ 
トレーゼが挑戦、終了間際まで1 
点を争ぅ白熱した決勝戦を展開し 
た。しかし、口 — ^からの終了間 
際、大崎•尹が決勝シュ I 卜を決 
めてシヤトレーゼを突き放し、見 
事 4 年連続 6 回目の優勝を決めた。 


男子 


-回戦 


湧永製薬3 〔 IU ) 。早稲田大 

〔戦評〕開始早々、岩本のロング 
シユートで早大が先行ずるが、1 
回戦ということで固さのとれない 
両チ；ムは、 5 分過ぎまで得点が 

動かなかった。しかし、湧永の固 
いデイフ卫ンスにがして早大のデ 
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ィフ卫 ンスが 甘く、7 八 刀 過ぎから 
は奥田のサィド、速攻などで！気 
に引き離し、前半を； 3 — 目で祈り 
おす。後半に入っても湧永のぺ一 
スは変わらず、岩本のロングなど 
で得おする早大を退け、2回戦へ 
駒を進めた。(武智) 

=|陽商会巧丽料ョ^ 

〔戦評〕前半、スタートは両チー 
ムとも動きが固く、シュートがか 
まらない。特に兰陽はノ1マーク 
シュートを何本も止められ、なか 
なかぺースに乗れない。トヨタも 
ポストへのパスが何本もカットさ 
れ、単発的なロングしか得点でき 
ない。 

後半に人り、トヨタはロング、 
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ポストシぅートで一二陽を一時追い 
上げたが、一二陽は.それまでの低い 
ディフェンスを高い位置に変え、 
速攻で着々と得点をあげて試合を 
決めた。(古橋) 

日 本〇 fiE— り 1 4大 同 
体育大3瓦—这2 クラブ 

〔戳評〕前半立ち上がりから日体 
大は大同クラブのミスなどから速 
攻で得点を重ね、また、柏崎や松 
本のロングシュートで大同クを突 
き放し、ゲームの主導権を握った。 
しかし、大同クも徐々に動きが良 
くなり、日体大に退場者がおる間 
じ得点差を縮め、一時の 9 点差を 
として前半を終了した。 

後半に入ると大同クは少しずつ 
リズムをつかみ、ミドルシュ I 卜、 
ポストプレー、サィドからのシュ 
I 卜など多彩な攻撃が見られるょ 
ぅになり、巧みには 4 点差と詰め 
寄った。ところどころで良いプレ 
!の出てぃた大同クでぁったが、 
若さあふれる日体大が動きでテク 
ニックの大同クを上回り、 

で2回戦に進出した。(浜田) 
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〔戦評〕日新の強さが目立ったゲ 
1ムであった。攻撃的なディフユ 
ンスと GK 宇田 W の好守から着実 
に速攻に結びつけ、セットプレー 
においてもロング、ポストと多彩 
なな撃で得点を重ねた。 I 方福岡 
教員，も野田のロング、早川のサィ 
ドで突破をおぅが、単発的なシュ 
I 卜とミスが多く、前半をの —8 
と日新のリードで巧り返ず。後半 
に入っても速攻を中、心に怒濤の攻 
撃を浴びせ、日新が圧倒したゲー 
ムであった。(森山) 
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本田技研 5 fslIA'l 〇 大 阪 
鈴鹿2な 16j 1 体育大 

〔餓評〕開始早々、本田が高木の 
3 連続ゴ I ルでぺースをつかみか 
けたょぅに見ぇたが、大体大も速 
い 動きと パスワークで粘り、緊迫 
したゲーム展開であった。 W 分過 
ぎ、ネ田•山本の速攻と田口のス 
テッ プシュートで 7 点差となった。 
必死に追い上げる大体大も本田 G 
K 橋本の好守でなかなか追加点を 




























あげることができない。 

後半、地力じ勝る本田が堅いデ 
イフェンスから速攻、ロングと夕 
彩なプレーで徐々に主導権を握り 
1回戦を突破した。(半西) 
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特殊溺 J YSJ 如京都誓 

〔戦評〕京都教員が日本リ J グ1 
部の大同特殊鋼を後半残り8分ま 
で苦しめる大健闢を見せた。京都 
は楠本を中んとして速攻を主体に 

得点を重ねた。一方大同は各選手 
がパヮフルなシュートを放っが、 
京都 GK の美技に阻止され突き放 
すことができなかった。 

後半残り8分からは'、京都のミ 
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スを大同が速攻につなぎ、一気に 
得点差を広げた。大同のパヮーが 
京都のスピ I ドを上回り、勝利を 
収めた。(清水) 

中が荷巧4 〇本 田 
運 輸3 话—己 2クラブ 

〔戦評〕前半、中村は吳、朴の口 
ングシユートに速攻をおりこんで 
ゲームの主導権を握った。一方本 
田クラブは、山下の速攻を中んに 
ゲームを運んだが、中がのリ—ド 
で前半を終了した。 

後半に入り、本田クはマィぺ J 
スでゲームを運ぼぅと速攻、セッ 
卜と多彩な攻撃を見せるが、今一 
ホ歯車がかみ合わず、中げに大量 
の追加点を許した。謂子の出てき 
た中がは、吳を中んに着々と得点 
を重ね勝利を飾った。(松原) 
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のポスト落としなど多彩な攻撃で 
終始自衛隊吳を圧倒、前半での— 
2と大きく差をつけ勝負をみする。 

自衛隊吳では児玉の頑張り、瀬 
戸の長身を利したシュ .— 卜がが象 
に残った。(阿部羅) 
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大崎 電気5 〔歷 nj 9 自衛隊吳 

〔戦評〕大崎の堅いディフ卫ンス 

を自衛隊吳は攻め切れず、大崎の 
速なが次々と決まり、大きくリー 
ドを奪う。また遅攻でも魚住の 
ロングシュート、ザ追から大橋へ 


湧永製薬巧-リ will 陽商会 

〔戦評〕ベテラン湧永のパヮープ 
レーとフレッシユーニ陽のスピード 
プレーの闢いは、地力に勝る湧永 
が安定した力を発揮し、勝利を収 
めた。 

湧永はセンタ I 酒巻の好配球か 
ら玉村、が原の両エースがロング 
シユートを打ち込んだ。守っても 
1 . 2 • 3防御が堅く、一一一陽のプ 
レ！をよく読んで阻止した。一方 
二一陽はエ}ス田中を中んとして速 
攻で勝負を挑み、ル河原、浜田な 
どの多彩なシュ—卜を放った。 守 
りでは G K 宇田川が湧永のシュー 
卜をよくずり、速攻につなげた。 


勝負は、ーニ陽がスピ1ドを中ムと 
したプレーのためミスが多く、湧 
永がミスの少ないプレーをしたた 
め決した。(清水) 
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〔戟評〕前半立ち上がり、日体大 
は動きの速い攻撃から得点を重ね、 
日分経過したところで4—2とリ 
1ドし、リズムをつかむかに見え 
た。しかし、さすがに実業団のチ 
1ムだけあり日新は日体大の攻撃 
パタ I ンを読み、巧分までの一進 
一退から抜け出し、日体大が連続 
3回退場の間にリードを広げ、 

19で前半を折り返す。 

後半に入っても日新はパヮーの 
差を見せた。しかし、日体大も学 
生チャンピオンの意地を見せ、と 
ころどころで良いプレ J を見せ、 

4回の退場を出したもののょく食 
い下がった。結局前半の大量り一 
ドを縮めることができず、 Wi ^ 
で日新がベスト4に名乗りをあげ 

た。(浜ち 
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大 同8 f 819一 7本田技研 
特殊錫1瓦—左1鈴 鹿 

〔戟評〕双方好ディフ卫ンスで相 
手に得点を与えず、前キ9 —8と 
本田の1点リードで終る。 

後半8か過ぎから大同が波に乗 
り、：2分までに5点リードした。 
本田も大同の高がにマンツーマン 
につく作戦に出て徐々に追い上げ 
たものの、1点足らずに遂にタイ 
ムアップ。(高橋) 
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〔戰評〕ゲーム開始ょり中村は積 
極的なプレスディフェンスで大崎 
のボール回しを阻止しょぅとする 

































が、大晦のセンタ ー 首藤は巧みに 
ディフェンスをかわし甲斐、宮下 
にボールを集め、甲斐のミドルシ 
ュ1卜、武田の速攻で得点、2:— 
9と5点リードで前半終了。 

後半に入り、中がは吳、田口の 
ロングで巻き返しを図ろぅとずる 
が、大略の壁いディフ卫ンスを崩 
せず、後半も大略がゲームの主導 
権を握り、武田のサイドシュート、 
大和田のポストシュートで得点を 
重ね、準決勝進出を決めた。(松 
原) 
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〔戦評〕王座奪回を化ぅ湧永と若 
手中んに切り替えた日新の闢いは 
ともに気迫のこもった熱戦となつ 
た。湧永はゲーム開始早々から自 
慢の堅いデイフムンスからの速攻 
で連取。また、ベテラン玉村のシ 
ヤープなロングシュートやキヤリ 
アあふれたサイドマン堀田のカツ 


トィ ンシュートで終 驗-ノ ード。一 
方日新もスピードある走りから口 
ングシユートとポストプレ1で応 
戦、エース西山のミドルシュ！卜 
で先行する湧、氷を追いかけた。し 
かし、今シーズン攻防と もに 安定 
し、チ ー ムヮー クを 誇る湧永は試 
合展開とともに徐々に点差を広げ、 
必死に食い下がる日新を U 点差で 
突き放した。日新もよく走り、局 
面的には良いコンビプレ I も見せ 
たが、結局ゲーム運びのうまい湧 
永にかわされた。(岡本) 
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大崎電 S 巧 3 品殊顯 

〔瞧評〕前半開始直後は勢いのぁ 
る大同のディフェンスが良く、巧 

へ刀までに 7-4 と リ^ —ドした。し 

かし、巧八 刀 過ぎから足がょく動き 
始め、ディフェンスの良くなった 
大崎は大同のエース高がのシュー 
卜を阻止し、逆速攻を決めて相手 
のぺースを崩し、 W 分過ぎから連 
続9得点をぁげてゲームを決めた。 
日本 リーグでの戦いが噓のような 
大崎の戟いは、厚みのある足を十 


八刀に使ったディフェンスと GK 矢 
内の好ず、さらにロングヒッタ I 
首藤と宮下、アクロバティックな 
パスを巧みに操る甲斐とポスト、 
サィドプレー,^とのコンビがぴ 
つたりと一致した結果であった。 
(島田) 
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季。 

後半立ち上がり、湧永は堀田の 
退場で大晦が2点差をつけるが、 

湧、氷もすぐ追いつき、雨チームと 
もロング、サィド、ポストなど多 
彩な攻撃を見せ、息の抜けないゲ 
!ム運びとなった。残り2分で1 
点リードしていた湧永だが、大崎 
の宮下のロングで同点とし、延長 
戦となつた。 

延長前半、湧永は酒巻のポスト、 
玉がのステップの得点で2点リー 
ドしたが、大崎も中田のサイド、 
大和田のポストからの得点で追い 
上げ、湧永の1点リードで後半に 
入った。後半は、湧、か•玉がの口 


ングシュートで3点差としたが、 
大崎も甲斐のミドルシュートで追 
い上げる。残り1分半のところで 
湧永は玉がの退場があったが 、 G 
K 徐の好守もあり、見事2年ぶり 
に王座を奪還した。(浜田) 
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-—回戦 


での体力がなく、大量点を許して 
しまつた。(菅野) 


ful4r 小 


筑波大 W if 8」 t ク 


〔戟評〕前半立ち上がり大崎はテ 
ンポの良い攻撃でリードすると湧 
永も反撃を見せる。大崎のミスか 
らの速攻やディフ卫ンスの甘さか 
らが原、玉村のミドルシュートな 
どの連続得点でじ分で5点差と主 
導権を握る。しかし、大崎もなか 
なか調子の出ないフローターにが 
し武田のサィドからの連続得点な 
どで化へ刀に8—8と追いつき、そ 
の後一進一退の展開から、 WIS 2 
と大崎の1点リ1ドで前半を折り 


松 

ラブ 

〔戦評〕前半立ち上がり、両チー 
ムとも固さがあり、動きが悪かつ 
た。7八刀過ぎょり小松クラブ木下 
を中んにポスト、サィドで得点す 
るが、筑波も口八刀過ぎょり高さと 
地力に勝る反撃で一気に点差を広 
げた。結局 52—4 と大差がついて 
前半を折り返す。後半、筑波は速 
攻、ロング、サイドと よく 走り、 
デイフュンスでも小松クの小回り 
の攻撃をよくずった。小松クは攻 
撃で体力を使い、デイフ卫ンスま 
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饼懐斉海須中加中柳長西野 
得〇 〇 61 


ジャス n 互 I 川 j フ 銀 ；^ 

〔戦評〕元ナショナルプレーヤ I 
の小池、野鳩の安定したパスワー 


































新しい時代をイ乍ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素材が求められます。 

常に新しい巧術で新しい夢をかなえる 
素がをお届けしてきた日新製銅。 
これからも時代に応える 
新しい素がをみつめてゆきます。 



明日の素がをみつめる 

g ) B 新製鋼 

車ち■ま R 牛け曲反ホのホ]- 4 - I 


まを都干れ田区かの巧3 - 4 - 1 
谢国族ビル）凸 03- 3口 6-55 りテ1邮 


クからカットイン、ポストプレ I 
を攻撃の軸にする殖産クが先行、 
一方脚力にものをいわせ、ロング 
シユートと速攻を主体に追撃する 
ジヤスコといぅ展開で、ともに持 
ち味を生かしたゲーム展開となり、 
U — U とジヤスコが2点をリード 
して前半を巧り返す。 

しかし、後半になるとジヤスコ 
の速攻が徐々に鋭さを増し、殖産 
のキャリァぁふれるコンビネ1シ 
ヨン•ハンドボールを巧ち破り、 
結局ジャスコが说 —23 で勝利を収 
めた。(岡本) 


が大きく、なばなかった。(井上) 
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北国銀行ぉ而 u^j 2京都賛 

〔戟評〕開始 W 秒、化国•興の口 
ングシュ^—卜の得点、リ^ —ドから 

始まり、京都もすぐに池上のシュ 
1卜で反撃したが、徐々じ時間が 
経過す るに つれ化国の スピード、 
パヮーがあふれ、金の GK を見て 
のいろいろなシュートで得点しつ 
つ全員で加点する。 

後半、京都が精 I 杯プレ I し、 
大変よく善戦したが、前半の点差 


得〇 己 316121 
制本野上尾旧が橋 

前 審 
巧山矢池中藤 S 小 


K 
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g 户井田野後田本川 本 
嘘 金森吳 
け木岩上矢丹松宮化 を 
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が山野木野鹿島野橋松間田 
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W 見田田川川村池辺野田吉口 

b 増岡丸瀬裳上小渡日松义西 
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オムロン 


大か i 澄曲 

〔戦評〕前半糾八刀まで両チ I ム持 
ち味を出し互角の戦い。巧み過ぎ 
東女体大のミスをついて祟川の口 
ング、松田の速攻で大和が5点を 
連取し、：2—：：：|と大和の5点リ1 
ドで前半を終える。 

後半立ち上がり、東女体大は本 
間のポスト、本橋のロング、竹野 
の速攻で追い上げ、8分に同点と 
する。その後両 チー ム I 歩も譲ら 
ず、 I 進一退をくりおし^みが過 
ぎた。糾分過ぎ、大和は裏川、丸 


田は両エースのロングで 2 点リ J 
ドし、 そのまま 試合を決めた。 
(後藤) 

ブラザ—1 fw—wl 
ェ業2 

〔戟評〕前半、両チームともパス 
ミスが目立ち、速攻で得点をあげ 

るが、オムロン•ディフェンスの 
荒いすきを巧く利用し、ブラザー 
はポストの展開に切り替え、— 
W とブラザーの4点リードで前半 
を巧り返す。 

後半に入り、オムロンは5連続 
得点で同点に追いつく。残りじか 
でブラザー•野田は3回目の退場 
で失格となり、^::;—がと1点リー 
ドはしているもののパッシブの判 
定により、オムロンが速攻で口 — 
巧の同点とする。その後-進一退 
の攻防が続ぃたが、ブラザ1が最 
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C 本住木永栗田江尾藤斐木中 

け岡西荒末小野藤松進甲高田 
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後せり勝った。(小笠原) 

日 本5で—7一 5曰 本 
体育大2 一り 18 」 1 ビクタ！ 

〔戦評〕開始早々、日体大が PT 
を得て初得点。ビクターも2八刀、 
太田のロングで得点、続いて太田 


のサィドからの得点で逆転し、ビ 
クター がやや有利な試合運び かと 
思われた。 しかし、スピ ー ドがあ 
り、多彩な攻撃を持つ日体大が 
徐 々に 加点し、ビ クター は攻め手 
を欠いて加点できず、：3分から ？ S 
分まで ノー ゴ ールといぅ 拙攻で、 
;^ — 7と7点差を つけられて 前半 
を終える。後半に入っても、前半 
同様日体大が着々と加点し、巧— 
巧で快勝した。(高橋) 

頂 009102100002 K 

づ口田田藤岡村内藤松田本條 

け小山太 H 永中山伊平池根下 W 
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g 崎旧林島田畑玉藤寺谷田田 

巧小久小小中大お後福桐山柳 
得002 612 2 0714 0 


CU 回戦 


大崎電気 W I W ) リジャス n 

〔戦評〕ジャスコのスロ I ホフで 
始まり、チームの特徴である走力 
を生かし得点、一方大崎はボール 
回しからディフェンスの空間をつ 
きポストにボールを入れ得点。日 
分間ぐらいゲ）ム感がつかめなか 
つた大崎だが、金が登場してから 
金を中んにゲ！ムを展開、金—尹 
のコンビから他のプレ！；^ -1 を生 
かし、 ょぅやく 落ち着いた。 

後半も W へ口過ぎまではジャスコ 


— 4 - 


























のぺース。大崎のパスワ I クが乱 
れたところを着実に加点し、1点 
差まで迫ったが、個人巧に勝る大 
崎が着実に得点、粘るジヤスコを 
突き放した。(島崎) 
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じ小今東松稲山川小徳西止 


K 

G 


審 


関 


が田片井原川原口田井谷 

: ISk 宗藤お前梅江野福伝 

がす〇 04025451071 


別 


リ 


T 


9 

2 


化国銀巧2 (け3巧大和銀行 

〔戟評〕前半は両チームともロン 
グシュート主体の攻撃を軸にゲ I 
ム展開をくり広げていたが、大和 
のパス回しがぅまく通らず、消極 
的な攻撃が目立ち始め、そのすき 
に 化国は速攻につなぎ、4点を リ 
I ドして前半を折り返す。 

後半に入り、大和はリズムをつ 

かも、 つと するが、なかなかシュー 


得004040322000 

の見田田川川が池辺田吉口野 

け増岡丸瀬冀上小渡松义西日 
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_半田‘ 


^^戸井西野後田川 下本 

脂 金森県 

W 木岩上矢丹松化 松を 

谭0022040ぶ2007 


卜に持ち込めず、攻撃パタ1ンが 
単調になって逆にミスが多くなり、 
化国は前半同様速攻で得点を重ね 
ていった。結局、前半のリ！ドを 
守り切った化国が勝利を収めた。 
(ル笠原) 

ブラザ14 fu —8 一 8日 本 
H 業2 一り—1体育大 

〔戦評〕ブラザ I は日体大の！. 

5デイフ卫ンスをぅまく攻め、小 
栗のサイド、野田からのポスト落 
としなどで得点。それに巧し日体 
大は攻めがしばらくかみ合わず、 

巧分までに3得点の状態であった。 
日体大は、デイフェンスを 0.6 
にしたあたりから自分たちの攻撃 
のリズムをつかみだした感じであ 
った。前半は； 2—8 と ブラ ザ！ 5 
点リードで巧り返す。後半も一進 
一退の展開で、4〜5点差のまま 
W か頃まで進む。ブーブザ I は、終 
盤もポスト、速攻をきっちり決め 
て、試合を決めた。(阿部羅) 
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、口— 7' 

< 81 バ 


筑激大 


レ—ゼ- 

〔戦評〕前半、シャトレーゼ生方 


の3連続得点で始まり、筑波大は 
固さがあって得点をあげる ことが 
できない。筑波は；！一分、柳内が初 
得点をあげる。残り W みぐらいか 
らシャトレ I ゼの動きが筑波をか 
わし、徐々にぺ1スをつかみ追加 
点をあげる。 

後半に入り、実業団の 力を 発揮 
しながら着実にゴ！ ルを 目ざし、 
リ！ ドを続けょぅとするシャ トレ 
1ゼに必死に追いず がる 筑波大で 
あった。 激しい攻防戦の中、3点 
差まで詰めた筑被大であったが時 
間切れ。(半田) 
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大崎電気就 


化国銀行 エ 


瑟 

〔戟評〕化国は金のロングを中ん 
に得点をあげるが、サィドシユー 
卜を大崎 GK 宗片に阻止され、チ 
ヤンスをものにできなかった。一 
方大崎は、尹、金のアシストパス 
を他のプレーヤーがよく決め、確 
実に得点をあげた。 


後半、ベテラン金に疲れの見え 
た大崎は、化国の速い攻撃に苦し 
んだが、尹の踏張りでしのいだ。 
Q お水) 
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T 木藤松道沢林寺田方田侯 
t &•李 
い鈴ェ小海松小小合生成小 
得 
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6 とシャトレー ゼの7点リ ー ドで 
終了。 

後半に入り、シヤトレーゼは復 
調した小松のロングシュ！卜でと 
どめをさし、ブラザーの W 回大会 
な来の決勝進出を阻んだ。(後藤) 


決騰 


大崎電気52 


、1_? 

- -- 


シャト6 fuI 6 一 2ブラザ I 
レ— ゼ2行— 6 J 1 エ 業 

〔戦評〕シャトレ I ゼは立ち上が 
り海道のロングシユートで口火を 
切り、大砲•小松のロング、松沢 
のポスト、小侯のサィドシユート 
と順調に加点し、試合の主導権を 
握った。がするブラザ I は、時が 
放つ荒木のロングシユ I 卜と進藤 
のポストシユートなどで応戦する 
が、組織力に勝るシャトレーゼの 
攻撃じ点差をあけられ、前半 U — 


シャト 
^ I ゼ 

〔戦評〕前キ、両チームともファ 
ィナ ルゲ I ム というフ レッシャ^— 
から思うょうにゲームを組み立て 
る ことができず、一進一退のゲ ー 
ムが続く。シャ トレー ゼ松沢の P 
T 、 海道のロングで得点し、ゲ！ 
ム主導権を握ろう とする シャ トレ 
1ゼだが、大崎も尹のロングを中 
、心に攻撃、じ — U とシャ トレー ゼ 
の1点リ I ドで前半を終了。 

後半に入っても両チ I ムとも一 
歩も譲らず、白熱したゲーム展開 
が続く。後半終了直前じ尹の放つ 
たシュートが決まり、大崎の4年 
連続優勝が決まった。(松原) 
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第巧回 
曰本！ J —ヴ 
前期 


r 弓 s S S 琴 As ろろ As ，、，'，、 

漢永製薬勇ま 

大崎電気(女ま 

全勝で巧〇返ず 


第巧回日本リ—グ前期は、じち 
9 日に日程を終了した。 

男子 8 チ I ム、女子 6 チ I ムで 
争ぅリ！グ戦だが、男女とも連覇 
をめざす湧永製薬、大崎電気の両 
チ—ムが全勝で析り返し、傻位に 
立った。 

〔前期成績〕 

▼男子 

① 湧永製薬 (7 勝) 

② 日新製鋼 (5 勝2敗) 

③ 本田技研鈴鹿 (5 勝2敗) 

④ 大同時殊銅 (4 勝1み2敗) 


⑤ 中村荷役運輸 (2 勝1〈刀4敗) 

⑥ 大崎電気？勝5敗) 

⑦ I 二陽商会 (2 勝5敗) 

⑧ トヨタ自動車 (7 敗) 

►女子 

①大崎電気 (5 勝) 

③シャトレ—ゼ (3 勝1か一敗) 

③ 大が銀行 (3 勝 1 み 一 敗) 

④ オムロン (2 勝3敗) 

⑤ 化国銀斤 (1 勝4敗) 

⑥ 日本ビクタ— (5 敗) 

》2部の成績、結果については々 
号でお知らせ致します。 


: Z 月3日(王) 

(111 重•四日ホ中央緑地体育館) 

本田巧研1 1^719 一 5 3斤ぶ罔 
鈴蜜 S iw 1 6j 1 日新製銷 

〔戦評〕日新は立ち上がり3点連 
取して調子をつかんだのにがし、 
本田は日新の積極的なデイフュン 
スに攻めあぐんで、 W 分で1点し 
かとれず苦しい展開となったが、 


その後は徐々に追い上げ、前半を 
2点差にこぎつけた。 

後半に入って本田は5分に同点 
に追いついたが、その後は日新が 
踏んばって好ゲ I ムとなった。本 
田は撕分に初めてリードを奪ぃ、 
相手のミスじ乗じて山が、平松が 
よく走って5点連取し、勝負を決 
めた。 
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H 陽商会巧 


了ムー5トヨタ 
一如—じ？自動韋 

.ヨタ.松電 


か見ちがえるよぅな動きとなり、 
ディフユンスを固め速攻をくり返 
し、 W 分に巧—巧と待望の同点と 
した。な後は一二陽本来のスピード 
に乗ったプレーで着々と加点、22 
分には5^^^と5点のリードを奪 
い 返した。 トヨタは 前半のはつら 
つさは影をひそめ単発なプレ！に 
終始し、あわやの期待を裏切った。 
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幻井森井田井村尾本上元々内 
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〇西富香川酒田松石村杉野山 
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記： 


〔戦評〕開始 W 秒、 

のポストで先制。 S 陽も田中の力 
ットィンからの豪快なシユ_~卜で 
反撃、好試合のスタートを切った。 
ところが、前キ U 分過ぎから トヨ 
夕 G に富森の好守から川田のロン 
グ、香井の速攻とこの2人でたて 
続けに6点連取、说分には U — 4 
と大差がついた。その後前半を5 
点差まで盛り返した S 陽は、ハ！ 
フタイムの関監督のゲキが効いた 


^川橋川島原坪ぶ藤田中原藤 

111 宇高浜飯小大渡佐お田ま近 
得00已230207604 

り月4日直 
(大阪•府立体育館) 
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瑟 U 


本田技研 


この JHL トップクラスの両チ] 
ムでも前半巧分までは煮え切らぬ 
感があった。ただ、湧、がの志が、 
酒巻、本田の田口、山村らは、好 
走、好プレーを見せ、後半には湧 
永.玉村の右が度からのジャンプ 
シユートにはげえが見られ、安定 
力を 見せた。 これに 反し本田は無 
駄なパスが多く、盛り上がりを欠 
いた感じであった。兩チ}ム GK 
はノーマ I クに強い場面も見せた 
が、本田のゴールエリア前ディフ 
エンスにまとまりを 欠いたため、 
遂に追いつけなかった。 


化ザ00103151060 
リ木本木が藤基口松本が西 

体高橋立福内梅旧平山山香 
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藤卷原村田川取塚田本 
レ井酒河玉堀中荷鎌奧松 
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〔戦評〕近来速攻がエリア前で中 
途半端な様相を示す ことが 多いが、 


U 巧4日夏 

(山梨•緑が丘スポーツ公園体育 
館) 

^殊刖巧巧二陽商会 

〔戦評〕前半立ち上がり、お互い 
に動きが固く、先制点は4か、大 
同のが藤が決める。二一陽は W 分過 
ぎまで無得点で、 W 八刀には 6 — 0 
と引き離される。しかし、大同も 
中盤得点が伸びず、 S 陽もじりじ 



















りと追いかけ、^^—7と日点差で 
前半を巧り返す。後半も S 陽が先 
制したものの太同ぺースは変わら 
ず、田中、高がらが着実に加点し 
てリードを広げ 、 gj — w で勝利を 
収めた。 
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U 月4日(日) 

(山形•東根巿民体育館〕 


すでけ 


如中村荷役 


大崎電気リ 

〔戦評〕宮下の高巧点シユート、 
雨宮のテクニックのあるシュート 
と心刖半5せ W ずつをたたき出す。中 
がの効率の良い得点で U 卜 U で折 
り返す。 


呼〇 02004510350 

む井上口田幸宮成島木中 

M 朴戸吳 

け石井田塚一一 j 雨下元高西 
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^審•卿鹏； 


則辺内橋田田藤住斐谷巧下田 

i 渡矢大大武首魚甲熊山宮珍 

情000271120170 


後半に入って、大嚼ディフェン 
スが一段とよくずり、前半 U 失点 
を後半7失点に押さえ、走ってよ 
く決めた武田の活躍で辛くも1点 
差で勝利を収めた。 

月 W 日壬) 

(愛知 • =1好絲合体育館) 

离荷資 ( INIj 泌い2 ^ 

〔戦評〕立ち上がりはお互いにシ 
ュートは巧つものの決定力に欠け 
得点が増えないまま進んだ。しか 
し、次第にトヨタが中村の高いデ 
イフェンスを攻めあぐね、ミスが 
目立つよぅになった。そのミスを 
中村がぅまく利用し、得点を重ね 
点差を広げた。前半の後半、中が 
は田口、雨宮、興のロングシュ} 
卜がみまり、またトヨタも香井、 

川田の活躍で一進一退をくり返す。 

後半も立ち上がりからお互いに 
力の入った攻撃をくり広げたが、 
トヨタのミスが目立ち、またガ！ 
ドが甘くなりがちで、なかなか点 
差が縮まらないまま進んだ。中が 
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村 朴戸吳 

け石井田塚二一雨下元高田 
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が全員で攻めているのに巧して卜 
ョタは香井、 W 田だけの活躍が目 
立った。最終的には、 ここといぅ 
ところで 得点を重ねて いった 中が 
に軍配が上がった。 

り月；！日(日) 

(秋田•湯沢富校体育館) 


一け大崎霞気 

八11、 


大同。 

特殊鍋。 

〔戦評〕試合開始から大略.甲斐 
のサイドシュートを3本と も大同 
G に秋古が止め、 7 分過ぎまで 1 
1 という デイ フ卫ンスの 勝負が 
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削辺内橋田田藤住斐田内下田 

W け渡矢大大武首魚甲菅山宮珍 
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C 秋田内高朝明植末佐阿 
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4点差とリードをずる。さらにの 
分、大同は末岡の連続得点で 
とリードを6点に広げると大崎 
は焦りからミスを連発、そのまま 
ベ！スをつかめないまま終った。 
：：月； Z 日(日) 

(新潟•長岡巿民体育館) 


日新裝銷巧 


6Mn の I 二陽商会 
kl 1 、 


続く。 W かに大崎•宮下、大同. 
高がともにロングで得点してから 
は両チームとも速攻をくり出し、 
W へ刀には6—4と大同がリードす 
る。大崎は宮下のロング、大同は 
内藤のポスト、明石のロングなど 
で得点を重ね、が分には U —6 と 
大同が リ J ドを広げ、前半は 2— 
8で巧り返す。後半の八刀、大崎は 
首藤のサイドで U — U と2点差と 
するが、大同も^分、麻生のサイ 
ドからの連続3ゴールなどで再び 


〔戦評〕日新のベテラン西山のい 
まだ衰えないジャンプシユ J - r 2 
連発でスタート、開始5分までに 
3—0と日新リ1ドしたもののーニ 
陽もお田、田中の活躍で追い上げ 
U 分に414、 W 分じは 8 — 5 と 
逆転、パワ ーとスピ I ドに満ちた 
好ゲームを展開、追いつ追われつ 
の接截で前半を終了。後半は点の 
取り合い、走り合いから一二陽•近 
藤のサィドプレーで一時は w—n 
の3点差まで開いたが、残り6分、 
西山のジャンプシュートで別— ?3 
の同点に追いつくとな後一一一陽の攻 
撃を零封、怒涛の攻撃で5連取、 

4点差の逆転勝ちを収めた。 
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: Z 月：：：日王) 

(に島•広島ホ東区体育館) 

湧、が裝薬の^卽 Nmj 日新製銷 

〔戦評〕前半立ち上がり荷川取の 
ポストで先行した湧永は、4かか 
ら玉村のミドルなどで6点連取、 

7-4とリ } ド。しかし、日新も 

木がのミドルで W —9 と逆転、湧 
永•堀田のサィドでの同点 
に追いつき、前半を巧り返す。 

後半立ち上がり、いきなり2点 
連取した日新が一気に走るかに見 
えたが、またも玉村の活躍で同点 
に追いついた湧永が、攻守のバラ 
ンスを 崩した 日 新を；3八 刀 過ぎには 
S — S 2 と突き放す。 

試合運びのうまさと拙さの差が 
出たゲ！ムであった。 
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川田田山木斐村田本口中 

巧ノ宇掘武西高甲木池藤坂野. 
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d 田巻原が田川取塚田本 
00 川 
巧多酒河玉堀中荷鎌奧松 
得0010^405110 

N 月け日(日) 

(愛知•豊田巿体育館) 
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本田巧研7 f り 18一 9トヨタ 
鈴鹿2话—じ一自動車 

〔戦評'〕試合開始からパスミスや 



























スポークマ: f のべストコンデ f シヨンをお約束するみヤンピアホテお > 



■料を(お达） 

シングル A . 7,0001リ 

シンク'ィレ B . 7,600川 

ダブル•ツイン.13,400[り 
トリプル . 17,0001り 

ファミリー . 20,6001り 

巧 I 我 .17,000" 



■巧を(税込） 

シングル A ……6,6901り 

シングル B . 6,8401り 

シングルに . 7,050 PJ 

ダブル .9.570 PI 

デラックスダブレ12,8701り 
ツイン . 1し9401り 
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KfeT おま山な荣巧より西へ徒ホ8みタクシーはを古屋巧より8を 
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•交通新お操お大巧执からタクシーで10み 

大巧空港からタクシーで劝み(巧巧高を）大おがから商巧まで巧ホ12み 


■設備のご案内•ミーティングルーム♦全自動お奮機.を燥機設置ビデオ設置 
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トヨタ GK 富森の好ずでなかなか 
得点の得られない本田。 I 方、や 
はり本田 GK 橋本の好キープでな 
かなかトヨタも得点できない。フ 
ォーメーシヨンプレー、速攻など 
で得点をあげた本田が U —8 と7 
点リードして前半を終える。 

後半、本田•松尾のロングシュ 
1卜やカットィンでじわじわと点 
差を広げる。本旧•平松のサィド 
シュート、梅基のポストシュ^ —卜、 
山村の速攻、がするトヨタも川田 
のロングシュ^卜、ポストシュ^~ 
卜で応戦するが 、 W — W で本田が 
勝利を収めた。 


ホ森井西井村尾本上元々内 

U 西富香川酒田松石が杉野山 
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g 木本木が藤基口松本村西 

泣局橋立福内梅田平山山香 

5ザ00235413450 

り月22日(日) 

(愛知•豊田ホ体育館) 
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中村は速攻などで5 1 1まで差を 
広げるが、中村.興の2回連続退 
湯もあり、8^8の同点となる。 
大同.末岡の速攻で1点をリ！ド 
して前半を終る。 

後半、中村•吳のロングシュー 
卜で追いっき、その後一進一退の 
攻防が続いた。大同は末岡のスビ 
1ドぁふれるプレーで巧 — 2と3 
点リ；ドするが、残り日八刀、中村 
も吳のロングで3—2^の同点とす 
る。残り1分半で中村•雨宮のフ 
ユィント、大同•高村のロング、 
中が•下戸成のサイド、大同•朝 
生のステップと激しい攻防を見せ 
館内は大いに盛り上がったが、結 
局？^^?3の同点のまま終了。 
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中藤が生石木岡藤萬 

’‘田内高朝明植末佐阿 

化ザ〇 04128000520 


の中が荷役 


大 同2 fg 18 >_ 

特殊錫王ロム」 

〔戦評〕中が 1 • 2 • 3ディフエ 
ンス、大同 1 • 5ディフ卫ンスの 
ぶ厚い守りと大同•秋ま、中村. 
井上の両 GK の好キープもあり、 

開始5分は 0—0 が続いた。初得 
得点は大同.末岡の速攻。その後 


U 月 g (日) 

(山口 •下関ホ体育館) 

演永 i リ丽 N 分け =1— 会 

〔戦評〕立ち上がり W 秒、 S 陽の 
パスミスから速攻で湧永が先取点 

をあげる。5分に212と同点と 
なるが、湧、かは酒巻、玉村を中、心 


じ余裕の試合運びで着々と加点し 
::3 — 6で前半を巧り返した。 

後半に入り、湧永は GK をはじ 
め4人を交代させたが、ぺ—スは 
変らず、5分過ぎから6連続 、 U 
か過ぎから5連続得点をあげて一 
気に引き離した。 
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Jr 月の日(金) 

(石川•小松市ホ広体育館) 
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湧 — 薬里 glwy 自 ^; J 

(戦評〕川田の好アシストからポ 
ストを中、心に攻めるトヨタにがし 
て、湧永は左腕•堀旧がよく決め 
て、前半 W 分過ぎまでは U — U と 


得〇 〇7 42 11 
^井森田井村尾本上元々田内 

m ノ 

い西富川酒田松石村杉野光山 
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W 田卷原が田川取塚田本 

黎 川 

^多酒測玉堀中荷鎌奥松 

得003己7205233 


全くの互角。しかし、守りを立て 
直した湧永が相手のミスに乗じて 
速攻で6連取、終了間際、川田が 
やっと決めたトヨタに5点差をつ 
けて夕 1 ンした。 

後半に入っても4連取、5連取 
と快調にとばす演永ぺ I スは衰え 
ず、川田の4連取でトヨタは反撃 
するのが精一杯。 

: Z 月の日(金) 

(京都•西ぶ巿中央体育館) 

日新製鋼お 〔 W 1 4) リ.^|^殊 3. 

〔戦評〕開始 W 分、日新が8点、 
大同1点と.一方的な展開となる。 
その後、 PT などで大同も追ぅが 
WI 7 と大差がついて前半を巧り 
返す。 

後半に入り、大同の朝生、佐藤 
の活躍で試合が引きしまってきた 
が、開始早々の失点が最終まで大 
きく響いた。 
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り月别目 (±) 

(東京•東京体育館) 

討田巧驾 nl !電気 

〔戦評〕本田.山本、田口のゴー 
ル、大崎•宮下、甲斐のゴールの 
お襲での分を経過。その間、大崎 
は GK 矢内の再 S の好守に助けら 
れる。前半は 9—9 の同点で折り 
返す。後半も一進一退のスタ I 卜 
だったが、本田は立木の大事なと 
ころでのシュートで徐々に大崎を 
引き離し、 GK 橋本も好守を見せ 
始め、の—バと5点差をつけて勝 
利を収めた。 


祖ホ0.00033302006 

則辺内橋田田藤田住斐田内下 

^ 和 

け渡矢大大武首中魚甲菅山宮 
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の木本木村藤基口松本が西 

it 高橋立福内梅田平山山香 
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； Z 巧昔《主 

(東京•東京体育館) 


好調小河原のポストシュートで得 
せ r W — U と 3点を リー ドして前 
半を終了する。 

後半に入ると一一一陽のミスに乗じ 
て中村.吳が大活躍を見せ、 GK 
井上も調子を取り戻して速攻をく 
り出し、一気に逆転、 W 分にはの 
—22 と逆に大きくリ I ドを奪ぅ。 
その後、一一一陽も追い上げたが、中 
がが2点差で逃げ切る。 
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月巧日(日) 

(東京•東京体育館) 


リ 




中が荷巧巧打巧 I 二陽商会 

〔戦評〕一一一陽は中がの1 • 2 • 3 
ディフェンスをポスト小河原で崩 
し、主導権を握る。中村はディフ 

エンスを 下げ 6—〇とする が、ニー 

陽は浜田のまわりこみシュート、 


得006003114120 
の井上口田幸宮成島木中 
5： 朴戸 吳 
け石井田塚 S 雨下元高田 
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島田 • 
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g 木本木が藤基口松本が西 

巧高橋立福内梅田平山山香 
5¢；00己031132己〇 

u 月巧日(日) 

(東を•東京体育館) 
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III 陽商会巧 


而ムー 


の大崎電気 


r は 顔 W g が F が 

〔戦評〕立木の カットインな どで 
いきなり 3点をリ！ ドした 本田だ 
が、ディ フ卫 ンスが荒く、退場者 
が続出する間に中がに6得点を許 
し、 日 —7 と 逆転され る。しかし、 
地力じ 勝る本 田は GK 橋本を 中ん 
とした守りから速攻な どで あっさ 
り逆転、 Wj 8 と 2点リー ドして 
前半を終了。後半も一進一退の攻 

防が続くが、終始リードを奪った 

本旧が逃げ切った。 


得000352614002 
則藤内橋田田藤田住斐旧内下 

じェ矢大大武首中を甲菅山宮 
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部抑： 


^川橋川島原坪辺藤巧方中藤 

一一!宇高濱飯小大渡佐お案田近 

得006030415051 
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り月巧日(日) 

(広島•吳巿体育館) 


日新鼓鋼 S 逆ぶ 


一巧 1 9 J 

(戦評〕前半はチャンスを確実に 
モノにした 大崎が終始リ—ド、4 
点差をつけて巧り返す。後半 W 分 
過ぎから二一陽がスパ I 卜、渡辺の 
ミドル、 田中の速攻な どで 8連続 
得点、一気に試合をひっくり返す。 
大崎も必死の反擊を狙ぅが、 S 陽 
GK 高橋の好守に阻まれ、 PT に 
よる 得点が中、心と なつて しまう。 
大崎最後の反撃もかなわず巧—の 
で一二陽が逃げ切った。 


a 夕 

'■自動車 

〔戦評〕試合開始から日新はロン 
グ、速攻、サイド、ポストなど多 
彩な攻撃で着々と得点を重ね、巧 

分までに9 - 4 とソ .— ドした 。I 

方トヨタも山内のサイドや川田の 
速攻、ロングで必死に食いっき、 
前半は巧と日新の5点リード 
で終了した。後半、トヨタの追い 
上げが期待されたが、攻撃が W 田 
1人に頼るパターンでなかなか点 
差を詰めることができない。逆に 
日新はトヨタの荒いデイフユンス 
により退場者が出たところにつけ 
込み、甲斐、邸中、木が、武西ら 
がスビードある攻撃で次々と得点 
を重ねて快勝した。 


得 009111 
幻井森田井村尾本上元々田内 
3 ノ 

い西富川酒田松石村杉野光山 
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納川田田山木斐が田本口中 

巧宇堀武西高甲木池藤坂野 
得001614572424 

；：：月巧日(白) 

(大分•大分県総合体育館) 


2111ー ー 大 同 


湧永製薬巧 〔 IN 翻な銅 


〔戦評〕大同.朝生のシュートで 
先制ずるが、湧永が玉村のシュ I 
卜で追いっき、湧永ぺースでゲー 
ムが進む。後半、大同は离が、末 
岡のゴールでな|^と2点差まで 
詰めたが追い切れず、結局最後突 
き放されて S — 別の4点差で湧、氷 
が勝利を収めた。 


巧004054020510 

則ま中藤が生石木岡藤萬 

じ秋田内高朝明植末佐阿 
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切通‘ 
大村. 


永. 


田卷原村田川取塚田本 


徐 川 
强多酒初玉掘中荷鎌奥松 
得00428603020 

じ月1日(±) 

(沖縄•浦添ホ民体育館) 
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〔戦評〕前半互角の戦いから W み 
過ぎと一歩抜け出た大崎が 
主導権を握ったかに見えたが、の 
分に相ついで2人の退場者を おし 
てぺースを乱し、逆に S みには：3 
— U と湧永に逆転を許す。後半に 
入っても主導権を握った湧永はじ 
りじりと加点、前半の勢いをなく 
した大崎を引き離していった。後 
半8分過ぎには巧と勝負をみ 
定づけたかに見えたが、大崎も粘 
りの分には1点差まで追い上げる。 
しかし、試合巧者.湧永が終盤せ 




























り勝って说—巧と 3 点差で逃げ切 
る0 
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、藤卷原村田川峨塚田本 

心井酒河玉掘中荷鎌奥松 

化ザ00559501120 

じち2日《日) 

畜知•高知県民体育奠 
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大同 2 fsl 9 一 2 トヨタ 
特殊錦4 121這2自動車 

〔戦評〕前半立ち上がりから大同 
は末岡、佐藤らが着実にシユート 
を決め、シユートミスの多いトヨ 
夕を引き離す。前半巧分には 
5 と ダブル スコア！、 前半を終つ 
てみればの—9と大差がついて勝 
負が決してしまった。 

後半、トヨタも意地を見せてェ 
1ス川田を中、心に反撃を見せたが 


得 n 

幻井森井田井村尾本上元々内 

い西富香川酒田松石村杉野山 
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中川.‘ 


吉中藤が生石岡藤萬 

: h 秋田内高朝‘明末佐阿 

0724823 K 51 


2 

4 


前半の点差が大きく、ゲームの流 
れを変えるには至らなかった。 

じ月2日(日) 

(富 山•氷見ホ絲合体育館) 

日新 is 丽—巫 S 中が荷/お 

〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
雑なプレーが多く攻め手を欠いた 
が、日新がサイド、速攻でリズム 
をつかんだ。 W 分過ぎから中がも 
サイド、ロングシユートなどで追 
い上げ一進一退の攻防が続いたが 
前半終了間近に得点した日新が3 
点リードで巧り返す。 

後半開始早々、中がに痛い退場 
者が続き、その間日新は確実に加 
点する。中がも W か過ぎからスヵ 
イプレー、ポストシュートで必死 
に追い上げを図る。また、残り W 
分を切ったあたりから中村のデイ 
フェンスのリズムが良くなり、速 
攻、ロングで加点し、一時は1点 
差までいったが、西山のシュート 
などで加点した B 新が3点差で逃 
げ切った。 


じ月2日(日) 

(巧玉•草加巿スポ I ツ健康都ホ 
記念体育館) 


:^|二陽商会 
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疑： 


則、川田旧山木斐が田本口中 

けゾ宇堀武西高甲木池藤坂野 

5一寸001260170612 
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如離： 


g 木本木衬藤基口が本が西 

:高橋立福内梅田平山山香 

得00002122560 


じ巧8日(±) 

(茨城•水巧這ホ民体育館) 


本 田巧研 8 f 8 1 7一 

鈴鹿1一で這 

〔餓評〕開始 W 秒、本田•内藤の 
速攻が決まり試合がすべりだした。 
1へ刀、本田•山ががサィドシュー 
卜を打ちにいつたところ、一一一陽 G 
K 高橋と激突、高橋が足首を痛め 
退場するといぅアクシデントが起 
こった。交代した GK 宇田川が奪 
起、三陽ゴールを死守し、 W 分過 
ぎから 一一 一陽が盛り返す。前半は 8 
— 7 と本田の1点リードで終了。 

後半は W 分まで両者譲らず、中 
盤あたりから相手ミスから確実に 
得点に結びつけた本田がおけだし、 
平松、山が、山本の速攻で5点差 
をつける。しかし、 W 分過ぎから 
一一一陽は、近藤の速攻、サィド、田 
中、浜田のロングが決まり、猛烈 
な追い上げを見せて^— n の同点 
に追いつく。残り1分、本田•田 
口のカットイン勝負がついた。 
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巧大崎電気 


日新〔顯 U ) 

〔戦評〕開始早々は、両チーム様 

子を見合って5分まで1-1の口 

1スコアー。从後、日新はフレス 
ディフ卫ンスで大赠の両アタッカ 
1をつぶし、また GK 宇西川の再 
一二の好キープを速攻に結びつけ大 
量リードを奪ぅ。 

後半、日新は大量リードにもの 
をいわせ、余裕ある試合運びで着 
実に加点、予想外の大差がついて 
勝敗が決した。 

得002713212004 I 巧 

則辺内橋田田藤田住斐田内下 

: h 渡矢大大武首中魚甲菅山宮 


.審•齡刖. 


の川田田山木斐が田本口中 

巧/宇堀武西高甲木池藤坂野 
碍〇〇1630062226 

じ巧8日(±) 

(岐阜•岐阜県民体育館) 
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は福がの速攻などでの八刀までに3 
点差をつけそのまま前半を終った。 
しかし、 後半に入る と 大同は見ち 
がえる動きを見せ、佐藤のロング、 
明石、田中の速攻などで8へ刀には 
一気に：5— 巧と 逆転する。本田は 
U 分からダブルスカイなどで3連 
取し、 W 分には再逆転ずるが、そ 
の後無得点に押えられた。一方大 
同は、高がのカットイン、内藤の 
ポストなど気迫のプレ}でリード 
すると そのまま主導権を握り、会 
ムの勝利を収めた。 


辱 00513112140 
リ木本木村 藤基 口松本が西 

け高橋立福内梅田平山山香 
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じ月9日(日) 

(青森•青森県民体育館) 


湧永製薬捉 


帝 U 則リ中が巧巧 


大 同4 一 8本田技研 
特殊鋼2 lY 5 j 1鈴鹿 

〔戦評 j 立ち上がりからをくの一 
進一退の攻防をくり広げ、巧分過 
ぎまで2 点な上開く ことが なかつ 
た。しかし、本田 GK 橋本の好ず 
から徐 々に リズムをつかんだ本田 


〔戦評〕全勝の湧永を相手に中が 
が健闢、立ち上がりから吳のパス 
ワーク 、シユ ートを 中ん に 押し気 
味に展開し、ぺナルティーを元島、 
雨宮が 7 本 ことごととく 決めるが、 
一方湧永は河原、玉村のミドル、 
ロングで2点差をつけて前半を終 
了。後半に入って中がは吳のロン 


—10 — 
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体操施殼の游合メ 



日本ハンドボール協会埃を品骇造エ巧 

fl 化ちル !" 長春雑 

テ721だ島操福山巧引巧巧5 — 46 
T 目し （0849) 41 —0230 


: Z 月 W 日重 

(茨城•若井ホ総合体育館) 

シヤト 2 「じ14一 日本 
レ—ゼ 2帝—2」6 ビクタ— 

〔戦評〕地元ビクタ I は、前•後 
半とも攻撃の歯車がかみ合わず、 


なり、 3 IU と大和が1点リ I ド 
して前半を祈り返す。 

後半に入り、5み過ぎまでに同 
点としたビクタ1であつたがそこ 
までで、逆に大和が速攻、セット 
とよく動き、一方的にリードを広 
げて勝利を収めた。 

り月4日(日) 

(山形•東根ホ民体育館) 

ォム□ン g (げ心 2 i 銀行 

〔戦評〕オムロンはユ I ゴより来 
日のブデの初得点によりスタ I 卜 
を切る。化国も金、吳がよく走り 
ジワリジワリと追い上げて同点と 
なるが、オムロンが PT などを確 
実に決めて、辛くも1点差のせり 
合いを逃げ切った。 


ダシュートが巧えて同点に追いつ 
いたが、湧永は酒巻が要所で冷静 
に点をとり、一時は日点差とした 
が、中がは田□の フリ I スロ I で 
1点差と迫り、余断を許さぬ展開 
となった。中がは終了1秒前に得 
たフリ I スロ I を吳が決めて同点 
かと思われたが、きわどい差で終 
了のブザーが鳴っておりノーゴー 
ル、湧永が辛くも全勝をずった。 
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む井上口田幸宮成島木中 

朴戸 吳 


中 


井田塚一二雨下元高田 


K 

G 


審 


佐々木' 
町屋 ‘ 


、藤巻原が田取塚田本 

S 井酒が玉掘输鎌奥松 

得〇 076241020 

じ月9日(日) 

(板木•栃木巿絲合体育館) 
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m 夕 

動車 


〔戦評〕前半立ち上がりょり大崎 
ぺ ー ス。 トヨタは シ ユート ミスが 
多く、5分じは大略が 4 — 1 とす 
る〇しかし、 5分 過ぎからトヨタ 
も川旧を中んに反撃、 W かには同 
おに追いつく。だが、それな降は 
再び大崎ぺース。川田1人頼る卜 
ヨタを じりじりと引き離し、 

と6点差をつけて前半を巧り返 
す。後半に入って、お互いに点を 
取り合ぅ展開となったか、前半の 
点差を縮めるには至らず、大峰が 
^ — w で2勝 目を あげた。 トヨタ 
は健闘は見せた ものの、 7戦全敗 
で前期を終えた。 


得〇 06 U 1010 5103 
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得003178030861 


女子 


U 月4日直 

(山梨•緑ケ丘スポ—ツ公国体育 
館) 

大崎電気こげ^ろい卜 

〔戦評〕立ち上がり、両チームと 
も圃さが見られ、 W 分まで 2—1 


といぅ ロースコアーの展開となつ 
た。その後、大崎は尹のシュート 
で加点、一進一退の展開ながらリ 
I ドを広げ、前半終了間際にシャ 
ト トレ！ ゼが追い上げたものの、の 
ゼ —8と大崎の2点リ}ドでがり返 

した。 

後半に入っても流れは変わらず 
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大崎が先手を取ってシャトレーゼ 
が追いかけたが、最後追い切れず 
前半のリードを守った大崎が逃げ 
切った。 

桿〇00701043070 の 

り木藤が沢林寺田方岸沢侯友 

じ鈴 H 小松小小合生山野小小佩 
/ J — . /- -- - 

S ^審•側 gj ^ 
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則田片井原川原口宮田井谷尚 

じお宗藤杉前梅江驚野福伝 
得001004104 OJ 21 ^ 

U 巧4日(日) 

(大阪•大版府立体育会館) 

is S 

〔戟評〕両チ I ムとも速攻が主体 
のチームであるが、中盤まではボ 
1ルがつながらず個人プレーにな 
り、お互いに相手の長所短所を知 
つているだけにゲー ムと して今一 
つ盛り上がりに欠ける。 W 八刀頃よ 
りようやく白熱したゲーム展開と 
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b 増岡丸瀬異上小渡木松又日 
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得点が伸びない。一方のシャトレ 
—ゼは、ロング、ポスト、サイド 
と幅の広い攻撃で着々と加点、ビ 
クタ 1 GK 小口のがんばりも及ば 
ず大差で勝負がついた。 


得〇 01101200100 
〇口田田藤岡が内藤田松田本 

巧小山太ェ永中山伊ま平池根 


G 


審 


菊池' 
习臣_ 


り木藤靈沢林寺方岸沢侯 

了酥李 

5^鈴ェ小海松小小生山野小 
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P 

が 
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得〇 00204041008 
即戸沢田巧後田川 下本 
嘘 金森吳 
け木古上矢丹松化 松谷 


審 


諸： 
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が 
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P 
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5 
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N 周：=日直 
(秋巧•湯が富校体育館) 

大和銀行巧(げ^) 2化国銀行 

〔戦評〕立ち上がり、両チームと 
もポスト攻撃を中んに一進一退の 
展開から、 9 分、大和は崇川の口 
ングで 4 1 2とリードを奪ぅ。そ 
の後 GK 増見の好守もあって W み 
じは 8—3とリードを広げる。 化 
国も金のミドル、 PT などで追ぅ 
が、 W —8 と 大和の 6点リ L ドで 

前半を巧り返す。 

後半、大和は丸田のロングと P 
T でリードを広げるが、北国も矢 
野のポスト、サイドで食い下がり 
豆角の展開。その後一進一退の展 
關が続いたが、前半のリードをず 

つた大和が快勝した。 


得 000212072040 

川島田村山津利嘉が田1 ュ、バ 


デ‘ 


前川横西中武毛比石古た 


審•加き観 j け 


則田片井原川原口田井ハ合井 

が 尹法 

け太宗藤杉前梅江野福伝酒 

得 002016020 U 12 


まりだし、次第に点差が開いてい 
く。結局、尹を中、心にまとまった 
大崎が 7 点差で勝利を収めた。 

: Z 月の日(金) 

(石川•小おホ末広体育館) 


して前半を折り返ず。 

後半、オムロンは石が、古田ら 
の活躍で一方的にビクタ1を引き 
離し、。点差をつけて快勝した。 


W 見田田川川が池辺田吉尾野 

じ増岡丸瀬祟上小渡松义山日 
得 00 7 0 52 511310 

: Z 月：：：日《日) 

(新漏.長岡巿民体育館) 

大崎觀站前 nj 2ォムロン 

〔戦評〕前半巧分まで一進一退、 
同点のまま両者互いに譲らず。大 
崎•尹のロング、ポストへのパス 
などで2点をリ^—ドするが、オム 
ロンが尹をマンツ I に出てこぅ着 
状態。結局 、 W — 9 と大崎が1点 
をリードして前半を折り返す。 

後半立ち上がり、大崎が P 了で 
再び 2 点差とする。オムロン もし 
っかりついていくが、大崎•尹の 
絶妙のパス、ロングシュートが決 


得0020 

引口田田藤岡村内藤田松田本 
之 


大崎電気巧 ^が i 刀 I 巧化国銀巧 巧小山太 H 永中山伊吉平池根 


〔戦評〕立ち上がり大崎が尹、梅 
原を中んにシユートを決めてリー 
ドを奪っていたが、化国もジリジ 
リと追い上げ、結局 52— W で前半 
を折り返す。後半は、両チ I ムと 
も速攻に速攻を重ね、点の取り合 
いとなったが、化国の追撃をかわ 
した大崎が逃げ切った。 


得〇 〇12 ( 
g 戸并田野後田川 


•060029 
下本 

I 、 金森吳 
け木岩上矢丹松化 松谷 
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G 


光安' 
審•小恥‘ 
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則田片井原川原口田井谷井 
S 尹法 
b 太宗藤杉前梅江野福伝酒 
得 005055110*^00 

り月の日(金) 

(京都•田辺市中央体育館) 


オムロン巧 - r 1一 


リ 


巧 


一日 本 
lul 3 j 1ビクタ— 

(戦評〕前半、オムロンのリード 
で始まった試合だったが、ビクタ 
1も W 分に6—6と追いつく。し 
かし、オムロンはグデリユのシユ 
1 卜 などで U — W と2点を リ！ ド 


審 


島埼一 T 
弁上」 P 


ム 

才 

\— f* 

得， 


'川島田村山津利嘉村田 


デ： 


、前川横西中武毛比石古：^ 


: Z 月巧日(日) 

(東京•東京体育館) 


T 

P 
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大和銀巧の 


レ I ゼ 


得 0094 

り木藤道沢山林寺田方岸侯 

ヤ 野太子 

じ鈴王海松有小小合生山小 


の見田田川川が池辺田吉尾野 
大： 


新 


;増岡丸瀬翼上小渡松义山日 


ドルで残り1分半で同点とする。 
ノ1タィムの PT を大和 GK 増見 
が止めて引きかけた。 

じ月1日(王) 


3 (沖縄•浦添ホ民体育館) 
1± 


尚大和銀巧2^:^オムロン 


5 

2 


巧—おのシャト 


〔戦評〕前半は大砲が炸烈した大 
和が終始リードを奪ぅ。しかし後 
半に入り、大和•翼川の失格で流 
れ はシャトレー ゼに傾く。大和 も 
必死に食い下がり、上がのカット 
イン、小池の PT で 2 点差と する 
が、 シャトレ ー ゼも海道、季のミ 


〔戦評〕前半、互角の立ち上がり 
から両チームとも決め手を欠き、 
一進一退のこぅ着状態が続いた。 

说がが秒、大和 GK 増見の好判断 
で遠投一発、自ら1点をあげ一歩 
抜き出た。後半に入り、2点を連 
取した大和がそのままぺ！スをつ 
かむかに見えだが、必死に粘る才 
ムロンを 突き放すことができず、 
逆に無理なディフ卫ンスから退場 
者が続出、 4 人防御の ピンチを 迎 
える。しかし、 オムロン も攻め切 
れずディフェンスのミスから U — 
U と2点差とされる。 W 分過ぎ、 

4 点差と されてからオムロンが 猛 
反撃、 S 分過ぎに同点とずる。大 
和 もこ こでふんばり、異川、松田 
の連続ゲットで辛くも逃げ切った。 
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得〇 0021202424 C 
川島田が山津利嘉が田 

け前川横西中武毛比石古 i :、； 
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b 増岡丸瀬異上小渡松义日木 
得- 


7 


似 

T 

P 


9 


-12 - 


































誰もいないグランド、音 
のない体育館。そこにス 
ポーツという魔をが•かか 
ると、一瞬のうらじお奮 
のるつぼと化してしまう。 


•嚴のきらめきと 


チかレンジが’ 

日本ハンドボール協会おを工場 

0Senoli@ 

本な/東巧都千代旧径神田司恥-7巧 (03)3292-54 U 


セノー も誇リ高き チヤレンシ-ヤ 
— 。より良質の素材を求め、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
領じ光る一粒の汗と同じです。 
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に月2日(日) 

喜山•氷見絲合体育館) 


化国銀行 


シャト3で 1 S 1 
レ： ゼ 2 订17 J 

〔戦評〕前半、化国は金のパワ！ 
あふれるプレーを軸に終始試合の 
主導権を握った。シャトレーゼは 
なかばすぎから巧みなパスワ}ク 
を駆使して化国ディフ卫ンスをゆ 
さぶり、お分に同点に追いついた。 
前半終了間際、化国•金の退場か 
らシャトレーゼが2点連取し前半 
を折り返した。後半に入り、シャ 
トレーゼは海道、松沢らの積極的 
なプレーで攻撃のリズムをつかん 
だ。化国は再一二のノーマークチャ 
ンスをつぶしリズムに乗れないま 
ま試合を終了した。 


得〇 ( 


1夏日金森でホ興 

け木岩上矢松化 松谷 


K 

G 


春.論醜； 


り木藤松道沢林寺田方岸侯 

ヤ 野 李 

じ鈴未海松小小合生山小 

得'001370140412 
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じ月2日(日) 

(巧玉•草加スポ—ツ健康都巿記 
念体育館) 

ホ—ぁ兰 INg 乳クタけ 

〔戦評〕前半立ち上がり、大晦が 


梅原のシュ}卜などづ先行する。 

ビクタ I も W 分過ぎまでは山之内 
のシ ュート などで粘りを 見せたが、 
中盤から じりじりと 引き離され、 
23—9 と大差で前半を巧り返ず。 

後半に入ると大崎の攻撃がいく 
らか雑になり得点が伸びない間に 
ビクタ^が懸命に追撃、特に終盤 
激しく 追い上げたが、前半の点差 
が大きく過ぎた。 


得00413452040 
。口田田藤岡村内藤旧松田 

け小山太ェ永中山伊ま平池 


K 

G 
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兼田‘ 
川口 < 
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則 


T 


リ 


挑 


則田片井原川原口田井を井 
W 尹法 
け太宗藤杉前梅江野福伝酒 

得003015340543 

じ月8日(止) 

(茨城•水海道ホ民体育館) 


化国銀巧巧 SNmj 52、^クタ？！ 

〔戦評〕立ち上がりは 515 と I 


がーザ008530100001 

づ口田田藤岡村内藤田松田本 

巧小山太ェ永中山伊吉平池根 


K 

G 


F 〔審 • j p 


那戸井田郵後田川 下本 

偶 金森吳 

W 木岩上矢丹松化 松谷 

が一寸00030503206 


進一退のシーソーゲームで、好ゲ 
1ムを予想させたが、次第にビク 
ターにミスが目立ち始め、着実に 
加点した化国が試合の主導権を握 
つた。後半、ビ クタ ーも気迫を見 
せて互角の展開をしたが、前半の 
点差が大きく、化国の優位を崩す 
ことは できなかつた。 

じ月 SE 日(±) 

(岐阜•岐阜県民体育館) 

大峰電気％ (獅 N 逆 W 大和銀な 

〔戦評〕試合開始直後から速攻や 
尹や梅原を中、むにした高い攻めで 
大崎が 6 — 1とリ1ドした。しか 
し、大和も丸田のジャンプシユ I 
卜や 上がのポスト シュー トなどで 
追い上げを開始。巧八刃過ぎ、大 
和•上村の退場で大崎がぺースを 
つかみ、前半を4点差で終了する。 

後半、大和は速いパスワークで 
得点を重ねるが、退場が多く、そ 
のスキに大崎に離された。巧か過 
ぎからは一進 I 退の攻防が続き、 

2点差で試合が進んだ。残り5分 


大和のデ j . ノユンスが良く、相手 
じ得点を許さなかったが、大崎も 
必死のディフ卫ンスで2点差を守 
つて逃げ切った。 

じ月 9 日(日) 

(青森•青森県民体育館) 


^の ； ZIU リォムロン 


シャ 
レ I ゼ。 

〔戟評〕立ち上がり、シャトレー 
ゼは松沢、海道の活躍で差をつけ 
たが、オムロンは比嘉のシュート 
で善餓し、エース武津のミドルシ 
ユ I 卜が決まり始めてからは互角 
に試合を進め、 2点差に詰め寄っ 
て前半を終了。 

後半に入ってオムロンの速攻ス 
ピ—ドが巧え始め、速いパス回し 
から古田の速攻が連続して 決まり 
逆に 1 点を リー ドする。 このまま 
オムロンのぺ I スじなるかと思わ 
れたが、古田の退場から ぺースを 
乱し、季のポストシュートや海道 
のシュ I 卜を 要所で決めた シャト 
レーゼが辛くも逃げ切った。 
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WANTED 


®TOYOTA 


火 eoH 



中部大 g 


QJ 回戦 

早稲田大 § 


星嘗大お 

國±館大が 

大麗奠お 

順天堂大 W 


i 霞大 

巧日本大 
バ函館大 
福岡大 
立命館大 
東海大 
パ名城大 

の法政大 


窥山震 

の同志な大 
S 東和大 
中京大 
別新潟大 

苗口大 

S 化海道大 

讀九州蠢大 


孝養蓋 

日本大斜 
函館大故 

異嘗大 S 

立命館大別 
東海大？；5 
名城大 S 

法政大？^5 


第巧回(女子％)全日本学生選手権大会は W 月 W 日から U 
月4日までの6日間、愛知県化育館に男子別校、ホ子化校が 
集つて開催された。この大会、昨年アベック V を飾つた日化 
大が、今年度も混戦の中から抜け出て、見事2年連続アベッ 
ク V といぅ 快孝を成し遂げた。 

I 男子 


準決勝 U — ヴ X 組 


早稲田大お 


(i=i) 


茲中部大 


〔戦評〕試合開始直後ょり両チ I 
ムの良い ところが 出てきている。 
中部大は長嶺を中、心としたセット 
プレ I で得点を重ねていくが、早 
大も速攻、セットプレ1で得点を 
あげる。前半 W 分までほぼ互角だ 
つたが、中部大にミスが出て、結 
局3点差で祈り返す。 

後半に入り、早大が気力あふれ 
るプレーで主導権を握り、リード 
を広げる。中部大も終盤、チーム 
一丸となって反撃、追い上げを見 
せたがなばなかった。 


化寸001700551300 
の内儀嶺上藤田お根田田本 
指堀 宗 
£島與長井加巧ま仲園長阪 
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審 




が嶋木原村黙平本命野木島田 

悼中荒燕大河鳥岩延中石五平 

巧ザ- 〇 〇 6 4 〇 8 8 〇 3 〇 4 〇 


日体大の 


、〇14- 
わ—4、 


?2筑波大 


〔戦評〕同じ関東勢同女でお互い 
手の内をょく知るチ^^ムであり、 
筑波大は日体大に勝っておらず日 
体大有利と見られた。しかし、前 
半は今大会勢いのある筑波大が；3 
— W と4点リ I ドし折り返す。 

しかし後半に入って日体大が底 
力を見せる。筑波大 GK に栗山が 
健闘を見せたが、全体的に息切れ、 
前半のリードを守ることができず 
後半は一方的にやられ、逆転負け。 


得〇 C 
画森 


山田森井原辺井田田本木 
栗鎌大亀條渡藤鎌冗藤鈴 
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体慶 積 

け羹高下本佐！島農 

化ず000663330020 


ぶ 
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早稲田大 W 而 U ) の筑敲大 

〔戦評 j 前半、筑波大は早大ディ 
フェンスを攻め切れず、パスミス、 
シュートミスを重ね、徐々にお差 


r — 回戦 


第お回(女子巧回】全曰本学生選手権大を 

日体大 " 2年連続アベック V の快挙 
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^Victor 

今日の ヒーローは 

背番号6。 


ヒーローじなる選手は、どこか輝いている。 
新発売のコンバクトカラー 「6inch Magazinej 
も、ファッショナブルでスポーテイで、感を 
バツグンのバーソナルタイス巧いてるナー。 




Oinch 

6型コンパクトカラーテレビ 

CX-60 

樣準価格79.800円け C ま謝居1 


を広げられる。早大は、相手ミス 
からの速攻、フリースローライン 
の外からのロングシユート、1が 
一 —^で大きく摇さぶってからのミド 
ルシユートなどが次々と決まり、 
大きくリードを奪ぅ。 

しかし後半に入ってからは、筑 
波大のディフ卫ンスが早いつぶし 
にょって早大のボール回しにつな 
がる前にプレーを止め、シユ！卜 
までいかせなかった。1人退場し 
て日人となっても足を使ってよく 
ずり、後半は全く互角。個々の持 
っシュートカの差が出たゲームの 
よ、つに思われる。 


のザ008220233101 

g 山田森井原ぶ井田田本木 

m 栗鎌大亀條渡藤鎌疋藤鈴 
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G 
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渡楓辺： 


藤木原村戟平本命野木島田 

荒薇大河鳥岩延中石五平 

导〇04906205040 
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しかし、ラスト化分逝きからは日 
体大 •島 袋、松本らの活躍にょり 

息を吹き返し、結局淵-のの弓き 

分けに終る。 


日： S か大巧〔巧迎軍部大 

(戟評〕前半中部大のミスが目立 

ち、日体大が着実に得点を重ねて 
いく。中部大も與儀のポストシユ 
I 卜 、ま おな どを中、心に得点す る 
が、巧— じと 日体大が 3 点リ ード 
して前半を巧り返す。 

後半に入り、日体大のシュート 

ミスを中部大が得点に結びつける 
という 前半とは逆の展開となる。 


W 島ぶ崎地圧藤、崎川化 
け兼安高下本佐柏淹島島松 


K 

G 


審 


上賓 . 

片邮. 


S 内儀嶺上藤田'浜根田田ネ 

立-^ 昆 {ザ 

け島與長井加巧ま仲園長阪 
得 007820450210 
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巧 


日体大王 wwj 罩稲田大 

(戦評〕前半開始から日体大のデ 
ィフェンスの良さが目立ち、早大 
はサィドの角度のない所からのシ 
ュートを巧たされ、日体大の速攻 
にょり失点。日体大はセットの才 
フェンスにおいては、センターの 
下地を中んに積、が崎などが比較 
的低い位置で守っている早大のデ 
イフェンスの上からシュートを打 
ち得点する。 


得007613901010 

d 鴨木原が野平本命野木島西 

^中荒雜大河鳥岩延中石五平 


K 

G 


審 


邸離： 


が島名崎地庄藤崎川袋本本 

峭慶 積 

け兼安高下本佐柏滝島 {恳 

得000じ3 


後半に入って、日体大のディ フ 
エンスに 少し集中力に欠ける部分 
が あり、フェイントからのクイッ 
クシユートやカットインによって 
失点する場面が増え、互角の展開 
となった が、前半の リー ドを守っ 
た日体大が快勝した。 

筑波大リ而 U 心軍部大 

〔戦評〕筑波大が鎌田のヵットィ 
ンで先制、主導権を握る。中部大 
は3 • 3といぅ ディフユンス体型 
で臨んだが、ずき間を走り込んで 
パスを通す といぅ 筑波大のスピー 
ディな展開にやや戸惑った点があ 
った。 一方、筑波大 は1 . 2 • 3 

のディ フェンスを ひいて おり、卜 
ップ鎌田が中部大のパス回しを自 
由じさせず、プレッシャ I をかけ 
て中部大の ミスを 誘ったのがズバ 
リ的中、前半を： 2— W で折り返し 
た0 

後半、中部大も長嶺のフリース 
ローからの高打点のシュ^卜ゃ6 
K 堀の再兰の好守で追い上げたが 
なばなかった。 
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得 009101611401 
H 内嶺上藤田浜根田田本儀 

きコ出 を 

け島長井加内吉仰園長阪與 


K 

G 


P f t 單本 ' 
F 一審 •{ が、が、 


本山田森井原辺井田田本木 

皆橋栗鎌大亀德渡藤鎌疋藤鈴 

化ザ 005164245040 


準決購リ—グ丫組 


大経大こげ3證±館大 

〔戦評：一国±大は、林のゲームメ 
ィクから源内、竹林のロングシュ 
J 卜で 得点す る。しかし、 源内に 
頼りすぎて、源内の単発シュート 
を大経大 GK 福島の好守から速攻 
へとつなげて得点、大經大がリー 
ドを奪ぅ。 

後半に入ると、国±大はサィド 
攻撃を使い、攻撃の幅を広げたが、 
大経大 GK 福島が要所でのファイ 
ンプレーを見せ、僅差をずって逃 
げ切った。 


得'〇 〇 6 3 

制田田内野尾里林踩ま尾中 
巧神林源小八中竹小又寺田 




K 

G 


^審 J 豐^ 


が島田田沼沢上瀬田村岡浏 

ひ福稲山平 f 広西谷森溝 
得0008 


リ 


の 


T 

P 


大体蓋〔パ sj 麗天堂大 

〔戦評}序盤、大体大は得意の速 
攻を連発、日連続得点をあげ順大 
を突き放ず。中盤に入り順大も井 
上の2連取で追ぅが、；^ — 8 と大 
体大が 6 点をリ I ドして 巧りおす。 

後半に入り、 W 分までは前半同 
様大体大が主導権を握るが、 W 八刀 


—巧一 




























過ぎから順大は GK 前田の好守で 
リズムをつかみ激しく追い上げる。 
しかし、前半の点差を詰められず 
大体大が逃げ切る。 


得002011520630 
が智井藤田本上島下山伯入 

、《越湯加寺栗井福宮永佐お 


審 


.離雜^ 


がで島合原藤中上崎西原内本 

体 

け緒川'河歡後田井大前松山森 

尊〇 〇 




リ 
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国+1館大巧 


-2 13- 

.で；^' 


W 順天堂大 


〔戦評〕前半開始早々、国±大.. 
媽内が強烈なロングで先制すれば、 
順大も新人•永山が負けじとゴー 
ル。その後も国±大は源内にボー 
ルを集め、順大も永山、井上、福 

島が中んになって得点、前半を 
と国古大の1点リードで巧り 
返す。 

後半に入り、国古大は出足の良 
いディフ卫ンスで順大のミスを誘 


旧ザ002012430620 

ジ智井藤田本上島下山伯入 


M 越湯加寺栗井福宮永佐坂 




審•觸财^ 


制田田内野尾里林默ま尾中 

指#^源小八中竹小义寺旧 

巧" OOU 304223000 


T 


の 


巧 


い、あっとい ぅ間に逆転。その後 
一進一退の攻防が続いたが、国± 
大が じりじりと リー ドを 広げて順 
大をふり切った。 

大体大 Si ( iul 大経大 

〔戦評〕立ち上がりょり両者互い 
に激しく攻か合ぅが、双方 GK の 
好守で得点できない。 W 分過ぎか 
ら大経大•松原のロングシュ！卜 
や河合のカットィン、获原のスカ 
ィプレーと得点を重ね、^—7と 
大きくリードして前半を終える。 

後半に入ると、大経大も一歩も 
譲らず、大体大が速攻で得点を重 
ねていけば大絕大はロングシュ J 
卜やセット プレ ー で得点、互角の 
展開を見せる。しかし、前半の点 
差が大きく、大体大が逃げ切った。 


が島田田沼沢上瀬田村岡溯 

経 奧 

け福稲山平稲村広西賣林溝 


7 


K 


審 




W 方島合原藤中上崎田原内本 

じ緒川神获後田井大前松山森 

得003317203500 


大体大巧 ( W — 逆巧国±館大 

〔戦評〕序盤、国壬大は相手ミス 
から速攻を展開、 I 方大体大は後 
藤、 旧 中ら のうまい アシストで両 
者互角の展開。国女大が先行した 
が、如分過ぎに大体大が3連取し 


て逆転、そのまま1点をリードし 
て巧り返す。 

後半に入ると、開始 W 分までは 
両チームともすばらしい動きを見 
せ一進 I 退の攻防を展開する。 W ‘ 
か過ぎ、国+一大は速いパス回しか 
らサイドへと展開して3点を連取、 
再び リ I ドを 奪ったが、終盤に入 
つて大体大は田中の切れの良いシ 
ュ—卜で3連取、再逆転して逃げ 
切った。 


得0068 

削田田内.邸尾里林野吉尾中 
± 林 

S 神林源小八中竹小义寺田 


G 


審 




が方島合原藤中上崎田原内本 
体 

り緒川'抑囊田井大前松山森 
得00233 U 101 700 
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W 大経大の丽績天堂大 






〔戟評〕大経大は高さを押し出し 
たロングシュート、ミドルシュ ■ — 
卜を武器にし、一方順大は高さの 
ない分速い球回しでつないで攻め 
るといぅ戟いとなつた。中盤にな 
って両チームとも速攻が出はじめ 
と大経大の1点リードで前 
半を折り返す。 

後半に入っても両チ—ムの速い 
攻撃は変わらず、緊迫感のある試 
合となった。順大は同点にはでき 
るが どうしてもリ！ ドが奪えず、 
大経大が広瀬の頑張りで接戦を逃 


げ切った。 

得003002412903 
:智井藤藤本上島下山伯入 

W 越•湯加工栗井福宮永佐あ 


.做解： 


が島苗田沼沢上瀬田が岡溯 
維 奥 
か福稲山平稲當西を蠢 

辱 0- I 


り00402口。 


-，.も 

〇 


T 

P 

リ 


3位決定戦 


早 f 大^ (WIgl 5；大経大 

〔戦評〕ゲーム開始直後ょり早大 
はつめのをいディフェンスで大経 
大のミスを誘い、速攻へとスピー 
ディに展開、イニシアティブを握 
る。 しかし、大経大も広瀬のロン 
グシュ I 卜 などで応戦し、 ジワリ 
ジヮリと追い上げる。前半残り5 
分、早大•河野の退場を機に大経 
大が速攻で連取、残り3分には平 
沼が高巧点のロングシユ I 卜を決 
め逆乾に成功、リズムが出てきた。 
しかし、早大は ここぞといぅ 場面 
では集中力と多彩な攻撃力を発揮 
し、キャプテン薇原を中んに反撃、 
同点で前半を終えた。 

後半立ち上がりは大経大の気迫 
あふれるプレーぶりが目につき、 
主導権を握るが、巧分、早大は岩 
本の活躍にょり連続得点で逆転に 
成功、ゲ ームは 盛り上がってきた。 
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巧ちこがしまう牲格です 0 

巧をなことを、巧きなだけやって t 、るうちじ、ここまでをた。 

面か、なぁ、くや U 、な、うれ U 、なと首って t 、るうちにここにいた。 

ポール t 、クこあればぶ中になれるボクたちは、きっと天下無留のませモなんだ、と飘、ます。 


Tango 

HSH 3 AD タンゴ3サ ¥6,000 

■天な度里 ■«« 扭品•手0い 

日本リーグ g 子 K を巧 


お … molten 

呆まが■田区 ffl 川 5T 目5-?干130凸が縱6■棚1托 
大巧 • をを置•巧巧•に A •化台•化な•リノ USA •デュッセルドルフ W . G . 


まを本れ 


大経大はに瀬、森岡らの頑張りで 
再度同点に追いつく。そこで拔け 
おしたのは早大。 GK 荒木が大経 
4八'*広瀬のノーマ I クシユ J 卜中 
シャットアウト、残り1八刀 W 秒に 
か •野が決勝のポストシュ I 卜を決 
め、次いで薇原が速攻にて連取、 
大経大最後の反撃を断ち切って2 
点差で逃げ切った。 


得 0025- 

が島田田沼沢上瀬旧が岡溯 

嫌 奥 

け福稲山平稲村広西を森溝 


K 

G 


審 


難細； 


藤木原が野平本命野木島田 

2:須荒薇大河鳥岩延中石五平 

得006504701030 


別 

リ 

T 

P 

の 

挑 


ム様相を呈してきた2大体大の 
3 点リードか.日体大が積らの活 
躍で4連続ゴール、結局同点で前 
半を折り返す。 

後半の出だし、大体大は相手の 
ミスな どにょり得意の速攻を展開、 
波に乗るかに見えたが、日体大の 
G K 兼島が大体大の P T を2連続 
死守、食い止める。 5 分過ぎから 
は、日体大の小型ヒッ タ！ 下地 
の活躍でゲームの主導権を握るが、 
大体大も粧りを見せ1点差のゲー 
ム展開。終盤に入ると大体大•河 
合の退場を機に日体大が速攻など 


で2連続ゴー ルして 3点差と突き 
放す。大体大も河合を中んとした 
コンビプレーで追いすがるがおよ 
ばず、日体大が2連覇を飾った。 


得002 338003500 
が井方合原藤中上崎田原内本 

は酒緒河获後田井大 i 刖松山森 


K 

G 


* •拙啤 


が島名崎地を藤崎川袋本本 
体慶 積 
け兼安高下本佐柏滝島暮 
得 000943422100 
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女子 


li 


華決勝 U — ク X 組 


決勝 


東京女子1^の —3^ 
体ホ目大4 一の— 3 J 


日体大巧 I リ UW) 巧大体大 福岡大の 


〔戦評〕決勝戦は春.秋のリーグ、 
西日本と優勝し波に乗る大体大と 
昨年度ィンカレ優勝の日体大のが 
戰となった。序盤、日体大はつめ 
の良いディフェンスで大体大•田 
中、松原の シュー トにプ レッシャ 
I を导 え、、コ ー ルを許さない。一 
方、大体大は日体大のポストバス 
を封じ、得点をおさえ、両チーム 
互角のスタ I 卜を切った。中盤に 

入る と 両チ^—ム とも シュ . —トミス、 
パスミスが多く見られ散漫なゲー 


筑波大別 

武庫川4 
女子大6 

異嘗大斜 

桌女柔巧 

日本女子5 
体育大2 

大阪嘗大扣 


命— 

お一 6 J 

、甲3^ 

-别—3 J 


6広島大 
i 福斐 
W 中京大 
6新潟大 


筑波大の〔刊扯 W 武 庵川寞 

〔戦評〕武庫川女大は、高浪、西 
がを中んに得点をあげていくが、 
デイフュンスが荒く 、 P T を5本 
もみえる。 WIW の互角で前半を 


K 天理大 


得0000 

9' 多山原秋蘿田崎浪村林 
車 西 
け豈商德千永松長橋高西大 


夏 

r 巧— 
命— 5 j 

石 — 6 j 


41」教育 
1大旭川み校 

巧福岡教育大 

洗東海大 


K 

G 


.審•船齡. 


觀 J 置％ E が 


筑 


:檀を海須中加中柳長西野 

得0040 W 100 5011 


6 




T 


が 


2 

2 


折り返す技半じ入って筑波大. 
海±部が2連取してリード。从後 
互角の展開となったが、巧分過ぎ 
から再び筑波大がじりじりとリ I 
ドを広げて逃げ切った。 


東女体大お 


、 61 C 

が 1C 


：=福岡大 


〔戦評〕前半、先制したのは福岡 
大だったが、その後東女体大が8 
連続得点をあげ I 気にリードを奪 
ぅ。福岡大はミスが多く、ディフ 
エンスも荒く、 PT を与えるなど 
苦しい展開となった。後半に入つ 
ても東女体大の得点ラッシュは続 
き、大差で福岡大を圧倒した。 


得 001021001330 
則浦を旧軟が本斐田が坂下上 

す大主太吉民甲森小新山井 

K 

G 

. ~ ?IJ n 

が山田木野鹿野島橋松間田 
女果 藤 
巧村久 f 田ま田本並本飯 
得 000753428120 


審 • 柳酣； 


1± 

lA 

T 

P 

w 

2 

3 


筑波大如 


ロムー 


广じ 16 」 W 東女体大 

〔戦評〕前半開始直後から東女体 
大が田島が速攻や本橋のミドル、 

田鹿が PT を確実に決め、巧みで 
W — 3 と大きくリ I ド。しかし、 
筑波大も中山のロングや辟がの速 
攻で得点、 WI 8 で前半を終える。 

後半に入り、筑波大がじりじり 
と追い上げ、には n —2 とし、 

中山の PT 、 海±部のサイド、柳 
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JUKI は、巧义化を創造します0 


■JUKI 


JUKI 株巧合社干 182 まま都調布巿国領町 8 - 2 -1 ち話：の 3 W 狐•""(け； 


工業用ミシンアバレルシステム機器皮ま厚物機器家庭用ミシンま電製品泰庭巧品酉子産尝装贾を子機器 


内のカットインと加点、遂に 
W の同点として試合終了。 


得〇 03620313020 
が山野野鹿野島賢橋松間田 
热 藤 比 

揉を田ま田日本並本飯 
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K 
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. 審 • 欄 I j ^ 


が山藤部田山川沢内久田村 

^暧を海須中加中柳長西邸 

导〇 03061004024 


4 




舊川寞 


、ぶ— 7' 

313 

VI 1 、 


W 福岡大 


巧マ004030202450 

谷久田野が原本斐林坂下上 

韦 璋 

魄止天太川ま喜民甲小新山弗 
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奢 . i 桃： 


^山原秋井浦田田浪：^ 

锦 西 

を胥類條千、氷が和長高西大 

巧’〇〇 216 
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筑巧大巧 


。—2一 
一巧— 6 J 


3福岡大 


〔戦評〕前半立ち上がり、筑波 
大•西田がいきなりシュ I 卜を決 
め波に乗る。福岡大もいろいろな 
攻撃を仕かけるが、筑波大のディ 
フ卫ンスを突破できず、前半で大 
差がついた。後半に入っても筑波 
大の勢いは変わらず、着々と加点 
して大差で勝負を決した。 


得〇 04001003000 
則を久田村原本斐田が坂下上 

百田 屋 

け王天太ま喜民甲森ル新山井 


審 


銷贼一^ 


〔戦評〕前半開始から両チ J ムと 
もミスが目立っていたが、 W 分過 
ぎ頃から武庫川女大が得点を重ね、 
リ I ドを 広げて いく。 西、西が、 

高浪らが得点を重ねた武庫川が：3 
—7 と大きくリードして 前半を が 
り返す。後半に入って、福岡大も 
全員の頑張りで意地を見せ、特に 
W 分過ぎからは遂に武庫川を圧倒 
したが、前半の点差が大き過ぎた。 


财山藤部田山川沢内久田村 

棘 ± 當 

け稷斉海須中加中柳長西野 
恃〇 0 40537 02 035 


ま女体大？8 (刚—パ)^£武库川女大 

〔戦評〕前半、東女体大は田鹿を 
中んに得点を重ねる。 I 方、武庫 
W 女大は東女体大のディフユンス 
を攻め切れず、2^^日と大差で前 
半を終える。後半に入ると、両チ 
I ムとも互角の滑り出しを見せる 
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が、次第に東女体大が地力の差を 
見せて点差を忘げ陕勝した。 


準決勝リ—ヴ丫組 




リ 


9 

2 


得 00 〇 50 5044 400 
が郷 f 島を子が川藤印井辺 
女 名骄 
け西宇小西染直〇二湯佐執米渡 


K 

G 


V . 奧楓辺 . 
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として日体大ぺースは変わらず、 
竹吉の活躍、山田のカットイン、 
速攻が巧え て 一気にを り まくった。 


大が大5! ( リ I リ) S 日ホが大 

〔戟評〕日女体大•佐藤がロング 
シュートを決めれば、大体大は比 
嘉のロングシユートで返し、一進 
一退の展開となる。 

後半に入ると、大体大は比嘉の 
爆発的なアタリで好スタートを切 
る。一方、日女体大も湯野川、小 
林の活躍でピタリとついでいく。 
結局、後半も一進 I 退のまま大体 
大が僅差を逃げ切った。 
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日体大^8 (luj 2^中ま女大 

〔戦評〕前半、日体大は小島、山 
田の速攻などで浮き足立つ中京女 
大を押しまくつた。一方、中京女 
大は、日体大のつめの良いデイフ 
卫ンスに捕まって攻撃が組み立て 
られず 、 W — 8 と 大差がついて前 
半を終った。後半に入っても依然 
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〔戦評〕前半開始ょり大体大はつ 
めの良いディフユンスで相手ミス 
を誘い、スピ I ディな速攻で加点 
していき、主導権を握る。がする 
中京女大は持ち前の速攻で得点ず 
るが、大体大の素早いつめで今一 
歩攻めきれず、前半で W —7 と大 
差がついた。後半に入って、中京 
女大は国枝のロングシュートが決 
まり だし、リズムが出てきたが、 
依然として大体大のぺースは変わ 
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中が荷役運輸株式会社 

代表取締役な長中村昭光 
本社下108東京都港区芝浦2 — 3 — 39 

電話東京 （03) 3451-4161( 代） 


巧 — 


日本耸き打 N 7 


らず、飯田のカットインや比嘉の 
ロングシユ I 卜などで得点を重ね、 
中京女大をふり切った。 

fj 217一 4 日本女子 
.体育大 

〔餓評〕日女体大はミスが多く、 
ディフてンスも足が動かず相手に 
P T をみえてしまぅなど日体大の 
ぺースで展開していく。 W 分過ぎ 
からょ、っやく日女体大も反撃を見 
せるが、 U —7 と日 体大が6点を 
リ I ドして前半を祈り返す。 

後半に入り、日女体大•佐藤の 
ロングシユート、日体大は速攻と 
両チームのカラーが出た展開とな 
り、後半に入り互角の勝負を見せ 
たが、前半のリ}ドをずった日体 
大が逃げ切った。 
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〔戦評〕前半立ち上がり、日女体 
大が真名子、佐藤を中ムとした才 
フェンスで4得点をあげる。しか 
し、 W み過ぎに今度は中京女大が 

国枝、八田を中んに6連続得点を 
みげ、結局と前半は中京女 


大が1点をリ I ド L r かり返す。 

後半に入っても中京女大の1歩 
リ！ドで進んだが、如か過ぎに日 
女体大が執印の PT などで逆転、 
1点差で逃げ切った。 
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得点に結びつけた日体大が突き放 
して勝った0 
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日本体育大巧〔リ J 山リ大阪体宵大 

〔戦評〕前半両者互角の滑りだし 
を見せる。日体大は竹吉を中、心に 
セット、ずって速攻といぅ形で得 
点、 I 方大体大はセットでロング 
シユートといぅ形で得点、巧 IU 
と日体大が2点リードで折り返す。 

後半に入り、日体大は速攻、大 
体大はセットで互角の展開。しか 
し、終盤、大体大のミスを着実に 


筑が大の5£大阪体育大 

〔戦評〕前半開始ょり筑波は速攻 
を中、心に加せ r セットでは中山の 
タイミングの良いミドルシュ—卜 
などで好調な滑りだしを見せる。 
がする大体大は、セットでのカッ 
トインプレーを軸とした展開で互 
角に応戦、1点を争ぅゲ I ムとな 
つた。しかし、後半 W 分過ぎから 
筑波大は得意の集中力を発揮し大 
体大の反撃を G K 權山の好守とデ 
イフュンス陣の素早いつめでずり 
きり、速攻へとつなぐ展開から得 
点を重ね、一気に突き放した。 
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— ul 5東京女子 


1玄1体育大 

〔戦評〕まず主権を握ったのは 


東女体大 ‘ GK が山の好ずから速 
攻へと切り換ぇの早い展開で得点 
を重ねる。がする日体大も竹吉、 

旧ル玉らの速攻、カットィンプレー 
で反撃、食い下がりを見せる。23 
分、お玉の速攻が決まって 6—7 
と日体大がつめ寄ってからは、両 
チーム GK の堅守から得点が動か 
ないまま日分間の化黙。 g 分、東 
女体大が PT を決め、続いて藤が 
鮮やかにステップシュートを決め 
て2点差とし、な後一進一退をく 
り返し、前半は U — 9 と東女体大 
の2点リ I ドで折り返す。 

後半に入ると日体大攻撃陣の気 
力が充実し、素晴らしい動きを見 
せる。桐谷、旧ル玉のロング、福西 
の速攻と3連取し逆転に成功。さ 
らに8分、小島が速攻からリバウ 
ンドを決め、9八刀には山田が速攻 
を決め5連続得点の猛攻。東女体 
大も懸命の反撃を見せるが、焦り 
からか全体の動きに精彩がなく終 
盤2点差まで追い上げたが及ばな 
かった。日体大は2年連続アベッ 
ク優勝を飾った。 
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シャトレ—ゼのわおをは山が背ち。 

日本一の巧実郷とお上の酪農化带です。 
澄んだを気と盟かなちがを、 

満載しています。 

そして、日本中をわいしい巧がでみ たそぅと 
シヤ トレ— ゼの フレッシュパワ I 、 

ハン、 K ボ 1 ル 部ともどら、 

别世紀に巧って、 

さらじもきく巧がしようとしています。 
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春日丘 巧—2 
大阪市立 917 
摂 津 ?2 
西寝屋 W 巧—5 
►準決勝 

春日丘 n — 7 
西寝屋川 U —7 
マ3位決定戦 
摂 津 f ^ 
マ決勝 

西寝屋川 Y 7 

◎中ブロック大会 

《男ま 
回戦 

天王寺 巧—4 
東住吉 化 —2 
池 島 W —7 
港 南 YS 
花 園 ^—8 
清 風 巧—2 
八 尾 ザの 
羽を野 S —9 
>’2回戦 

桃山学院 5317 
東住吉 巧—9 
池 島 巧 —8 
阪 巧 じ—：：：； 
此花学院 の—6 
清 風 リー3 
生 野 9 18 
上 宮 SI 4 
マ3回戦 

桃山学院 g—w 


摂 陵 UI 8 同志れ香里 
加納 WI 8 寝屋川 
西寝屋川 巧—9 府立エ専 
春日丘 TM 枚 方 
マ準決勝 


— ム 1— 
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33 3415 22121016 25 
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64948856 


禪富佐攝商高驟が 
田野 大 泉 

ェ林ェ東骄石西ェ 


八住港大 


尾吉南を 


山局藤東池生城大 
井大 和 

本津を阪島野南川 


® "まごころのおつきあい’，が弘たちのモットーです。 


本店 

石リ i 県金沢市下堤町 

店舗 

石川、富山、福井、東京、 
大阪、名古屋、京都133ヶ店 
事務所 

ニユ ー3 —ク 


^あなたの銀巧 


化園銀行 


富田林 
豊 島 
住ま学園 
福島女 
刀根山 

信愛か学院 

大阪市立 
攝 東 

春日丘 
摂 津 
西寝屋川 
阪 南 


化 陽 

P T C 2 

216 初 芝 
パ9桃山学院 


WI 6 天王寺 
益 —8 初 芝 

バ U 1 8圍天王寺 



岸和田産 
長 邸 
貝塚南 
泉 陽 
泉大津 
伯 太 

和 泉 


乂米田 

大奠浪商 

骄上 

岸和田 

泉 化 

岸和田 

一二国丘 

鳳 


信を女学院 

天王寺 

天王寺 

阪 南 


►準決勝 
化花学院 

0 

桃山学院 
►決勝 

此花学院 W 

《女子〉 

>’1回戦 
四天王寺 
春日丘 
天王寺 
摂津 
西痕屋川 
初 芝 
宣 真 
阪 南 
マ2回戦 
四天王寺 
天王寺 
初 芝 
宣 真 
▼準決勝 
四天王寺 
宣 真 
▼決勝 

宣 真巧 



池 島 
清風 

生戰 

阪南 
上 宮 

阪 南 

此花学院 


烏お県高校新人載 

( 9月§3日5 W 日/境港ェ高グラ 
ンドほか) 

<男ま 


《男ま 
▼1 回戦 

和泉エ 棄権 
久米田 5 S — 巧 
岸和田 Tn 
大商大骄 ?6 
现東 で8 
富田林 2123 

1 P T C 〇 

螺エ Y 4 

►’2 回戦 

初 芝 の—〇 

久米田 Yn 

岸和田 化 
鳳 ^—8 
ニー国丘 巧—5 
大体太浪商 巧—3 
靖 上 

泉 化 816 
▼ 3 回戦 

初 芝 が12 

岸が旧 nl8 

一一一国丘 Yn 

2 P T C 1 

泉 化す U 

►準決勝 

初 芝 SI 4 

一一一国丘 化—8 

マ 3 位決定戦 

泉 化 UI 6 

▼決勝 

初 芝 じ—2 

3 P T C 2 

《女子〉 

マ1回戦 

S 国丘 9—8 


阪南 化— 5 
化花学院 818 
3 PTCO 
上 宮 进 —5 
▼準決勝 

桃山学院 別— 7 
此花学院 
マ3 位決定戦 
上 宮 W — W 

3 P T C 1 

▼.決勝 

桃山学院 ^31:=:’ 

<女ま 

▼1 回戦 

四天王寺 SI 2 

大 ハ八口 S — 3 

港 南 T 3 

信愛女学院 が11 

天王寺 巧—6 

住 吉 W — 4 

八 尾 5—4 

阪 南 Y 3 

▼ 2 回餓 

四天王寺 is —8 

信愛女学院 Y 3 

天王寺 W —4 

阪 南 ^14 

▼準決勝 

凹天王寺 Y 8 

阪 南 414 

2 P T C 1 

▼3 位決定戦 

慣愛か学院 WI 5 

▼決勝 

四天王寺 巧— 9 

◎南ブロック大会 


久米西 UI 7 和 泉 
攝東 棄権 泉 化 
富田林 515 高 石 
3 PTC 2 

岸和田産 818 住吉商 

2 P TCO 

佐 野 716 東百舌鳥 

▼ 2 回戦 

初 芝 —7 一二国丘 
琢 東 TU 久米田 
富田が UI6 岸和田産 
住吉学園 巧—4 佐 野 
マ 準決勝 

初 芝 日 婿 東 
住吉学園 パ—8 富田林 
▼3 位決定戦 

骄 東 W —7 富西林 
▼決勝 

住ま学園 K 初 芝 

◎中央大会 
<男子〉 

► 1回戦 

化 陽 ?8 阪南 
一二国を — 6 春日丘 
摂 陵 大商学園 
此花学院 泉 化 
桃山学院 巧—の 岸和田 
梭 宮 ?8 西寝屋川 
初 芝 化—8 加 納 
上 宮 ulu 都島エ 

▼ 2 回戦 

化 陽 就12 111国丘 

化花学院 Y 5 摂 陵 

桃山学院 UI8 お 宮 

初 芝 上 宮 

3 P T C 2 
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マ^米 ▼米米ホ ▼ 

霞子境 fij W W 竟 

南 戦東南西 戦 


34 21 

I I 

10 5 


48 2314 

I I I 

41412 


倉倉 
まま境 
東ェ 


倉米倉境 
吉子ま港 
西化産ェ 


境 

11 

' • 1 1、 
7 4 

II 

4 5 



— パーシ 1 — 卜を見せてほ从 \ 

巧み佩ナ部エッジの傾斜がスパイラルソールが、そして a ゲルが、果致な攻 E を可能にする。 


ををスカイハンド⑩ジャパン a-S 品き THH 711 

メ- 力-お2か売価な ¥14,700 (消 資税おき） 

カラー/，ホワイト X 泡)レッド•マリンブルー，ホワイト X ® マリンブル- 


サイズ "2.5~29;0 cm 


參 


アシックスは 

オリンピックキトンべーンの 
オフイシがレスポンサーでホ 


aGEL 


mm 



a 船 . 

ATHLETIC SHOES 


せ并 A かでぐ八り/ 7*7 ■巧品じついてのも’巧い合わせは株ま会社アシックス消®ホ巧設ままでどうぞ。干650巧戸巿中央区港島中 ai 7 T 目 I を I tel (078)303-2233 (専用）. （078)303- 3333(大巧き） 
巧みか A ノノノ八〒口0ままが里田区なホ 4 T 目10を II 号 TE し （0 れ3的 4 -巧 14 傳齡•（〇 3 )36 24 -2221(大巧ま）■⑩は ㈱ アシックスの登録商侯でホ。 


巧—5 

で5 

Y 己 

ザ〇 

^ — 5 

n—7 


境港责〔け^巧ホモ東 

▼敗を1回戦 

倉吉エ の—:^ 倉吉東 

▼.同2回戦 

米モ西 化倉吉 H 

境 S —9 米子北 

▼同決勝 

境 ザ S 米子西 

《女子〉 


▼1 回戦 
米子東 
米子化 
境港エ 
マ2回戦 
米子東 
境港 H 
►決勝 


米モ西 
米子化 


ホ子西 

米モ東 

9米子南 


棄原杯記贪フ H ステバル 

( S 月挑日/境港エ高グランド) 

《男ま 

■大学•一般の部 

▼1 回戦 

境港ク 巧鳥取大 


y 決勝 

教職員23 ( n バ〕 K 境港ク 
3 P 了 C 1 
■高校•高専の部 
▼•1回戦 

ホ子化 じ一6 米モ西 
境 ?4 米子高専 
境尴エ3年 5314 米モ東 
平2回戦 

境港エ ?3 米モ化 
境湛王3年 の一6 境 
►決勝 

境港エ 護エ3年 
■中学の部 
►1 回戦 

境 二 中炎達 n—9 境二中 A 
璋申量愈 Y 8 境一一中 B 
►決勝 

境吉 ii 年棠 境一手蠢 

《女子〉 

▼1 回戰 

松江巿か商 613 米子東高 

境 高 613 米子西高 

▼ 2 回戦 

米子化高 911 境港 H 高 

境 高 814 松江市女高 

▼準決勝 

米子化高 ?3 境二中 

境 高 UIO 境二中 

▼決勝 

境 高 916 米子化高 
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心 I 谎 flfr 

JAPAN CUP SUPE 只 GOAL 



《 GM-60 ゴールポストクロスバー如™*巧 R 巧（木お） 

ま持わ < 结窜製ネットフック•止なフレーム 
ゴムが 

% GM - 60A ゴールポストクロスバー 80 讯"巧 R せ（アルミ 
ニウム合を製）支持わく巧を製ネットフッ 
ク’±をフレームゴムか 


日本ハンドボール巧を棋を工場 


国際ウェイ^■•• U フティンヴ達お誘巧ェ場 
Q あウェイ KU フティンヴ協舍公認88兵裝造販完 
曰本巧操巧をお械お真’ 

曰本バスブットポール協を施設 
曰本バド吉ン h ン巧ち 


巧定工場 


曰本アマチュ只ポクシンヴ連お J 
曰本陸上お巧連盟検定見道作お巧 
曰本化育施設協会持別を S 


みぁ 上旋試エ戸巧 

本化〒け 0 果ぞ巧里田区本巧 4T 目 28 # 8 サ 
雷話 ( 03)3622 -8171 (巧表) *8096 •1758 
FAX ( 03)3622 -8175 



ちっと大さな声で 
夢を語りあいたいな 


夢を語るときの瞳は、 

いつもキラキラ輝いています。 

夢を、未来を、カタチじ変える、 

そんな新時代への冒険'已、を 

大同特殊細は大切にしたいと思います。 

夢を語りあいたい……あなたと。 


^夫同お殊鋪 


本社〒460名古屋巿中区錦 I - II - 18 ( 興銀ビル) 
TEL (052) 201 -5111 
支社東京/支店大阪 
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w 広島 

アジア八ンドボール選手権大会 
を成巧させよラグ 

I 第 B 回男子•第3回女子アジア八ンドボ—ル選手権大会 
兼バルセロナオリンピックアジア地区予選— 

(日程】 I 九九 I 年八泻二十 I I 呂粥〜九月 I 呂周 

(大を会場】に島サンプラザ，ぶ島吊東区スポーツセンタ— 

㈱ 曰本八ンドボール協を 
広島県八ンドボール庶を 








お田淳子は、東洋証券が、 
巧きになつちゃつたみた t 、です C 


4 

1日万巧から始める、あかるい財テク 



(財)日本ハンドボ—ル協会編 

『ハンドボ—ル』 


第ーニ〇五号 


昭和四十年六月 n-L 平成一二年一月二十六日巧刷 
第 S 種郵便物認可平成 S 年二月一日発行 


東京都渋を区神巧_ I 一 I 一 扁41#瑕 

S 雜 r;y 魅だ iS 人 安藤 純化 


定価一二百五拾円 
/年間購読料^^ 
ご一一千一二百円 y* 












